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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　マルチキャスト協調エンティティ（ＭＣＥ）が、それぞれのｅノードＢ（ｅＮＢ）から
複数のチャネルステータス報告を受信することと、ここにおいて、各チャネルステータス
報告は、競合ベース無線周波数帯域中の複数のチャネルのうちの１つに関する各ｅＮＢに
関連するチャネル情報および前記各ｅＮＢのチャネルにワイヤレスローカルエリアネット
ワーク（ＷＬＡＮ）送信がないかどうかを示す情報を含み、ここにおいて、前記チャネル
のＷＬＡＮ信号強度が第１のしきい値以下である場合、前記各ｅＮＢの前記チャネルに前
記ＷＬＡＮ送信がない、
　前記複数のチャネルステータス報告に基づいて前記複数のチャネルの中からｅＮＢのた
めの前記チャネルを選択することと、ここにおいて、前記選択されたチャネルは、発展型
マルチメディアブロードキャストマルチキャストサービス（ｅＭＢＭＳ）のために使用さ
れるために利用可能である、
　前記選択されたチャネルを使用して前記ｅＭＢＭＳを提供するように前記ｅＮＢに促す
ことと
を備える、通信の方法。
【請求項２】
　前記チャネルを前記選択することは、
　前記複数のチャネルステータス報告に基づいて、前記ＷＬＡＮ送信がないフリーチャネ
ルを選択することと、
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　前記複数のチャネルステータス報告により前記それぞれのｅＮＢのいずれも前記フリー
チャネルを有しない場合、第２のしきい値未満のＷＬＡＮ信号強度を有する低負荷チャネ
ルを選択することと
を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記それぞれのｅＮＢのいずれも前記フリーチャネルも前記低負荷チャネルも有しない
場合、マクロｅＭＢＭＳチャネルまたはユニキャストチャネルのうちの少なくとも１つを
介して前記ｅＭＢＭＳを受信するようにユーザ機器（ＵＥ）に促すことをさらに備える、
請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記選択されたチャネルと一致するためにユーザ機器（ＵＥ）のｅＭＢＭＳチャネルを
再選択するように１次コンポーネントキャリア（ＰＣＣ）を介して前記ＵＥに促すことを
さらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記ｅＭＢＭＳのために単一周波数ネットワーク（ＳＦＮ）利得を最大にするために、
前記ｅＮＢのための前記チャネルが選択される、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　ｅＭＢＭＳのために使用されるチャネルの数を最小限に抑えることまたは同じチャネル
を使用する連続するｅＭＢＭＳサイトの数を最大にすることのうちの少なくとも１つによ
って、前記ＳＦＮ利得が前記ｅＭＢＭＳのために最大にされる、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記複数のチャネルのうちの２つまたはそれ以上を介して前記ｅＭＢＭＳを受信するた
めに前記複数のチャネルのうちの前記２つまたはそれ以上を選択することをさらに備え、
　ユーザ機器（ＵＥ）は、前記複数のチャネルのうちの前記２つまたはそれ以上と一致す
る前記ＵＥの２つまたはそれ以上のｅＭＢＭＳチャネルからのデータを結合することによ
って前記ｅＭＢＭＳを受信するように構成される、請求項５に記載の方法。
【請求項８】
　ランダムなパターンまたはあらかじめ定義されたパターンのうちの少なくとも１つに従
って前記ｅＭＢＭＳを受信するために前記複数のチャネルの中から各ｅＮＢのためのチャ
ネルを周期的に再選択することと、
　前記再選択されたチャネルを使用して前記ｅＭＢＭＳを提供するように前記ｅＮＢに促
すことと
をさらに備え、
　前記再選択されたチャネルはフリーチャネルまたは低負荷チャネルである、請求項１に
記載の方法。
【請求項９】
　マルチキャスト協調エンティティ（ＭＣＥ）を含むワイヤレス通信のための装置であっ
て、前記装置は、請求項１から８のうちのいずれか一項の方法のすべてのステップを実行
するための手段を備える、装置。
【請求項１０】
　前記手段は、メモリと、請求項１から８のうちのいずれか一項の方法の前記ステップを
実行するように構成される前記メモリに結合される少なくとも１つのプロセッサとを含む
、請求項９に記載の装置。
【請求項１１】
　マルチキャスト協調エンティティ（ＭＣＥ）が、発展型マルチメディアブロードキャス
トマルチキャストサービス（ｅＭＢＭＳ）を使用して通信されるべきコンテンツが遅延敏
感ｅＭＢＭＳデータに関連する遅延サービス品質（ＱｏＳ）要件を含むかどうかを決定す
ること、ここにおいて、前記ｅＭＢＭＳは、競合ベース無線周波数帯域中のチャネル内で
通信される、
　前記コンテンツが前記遅延ＱｏＳ要件を含むと決定すると、前記チャネルのフレームの
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無競合部分中に前記コンテンツを通信するようにｅノードＢ（ｅＮＢ）に促すこと、ここ
において、前記チャネルは、前記フレームが前記フレームの前記無競合部分と競合部分と
を含む時分割多重化（ＴＤＭ）方式に基づいて編成される、または
　前記コンテンツが前記遅延ＱｏＳ要件を含まないと決定すると、前記フレームの前記競
合部分中に前記コンテンツを通信するように前記ｅＮＢに促すこと
を備える、通信の方法。
【請求項１２】
　マルチキャスト協調エンティティ（ＭＣＥ）を含むワイヤレス通信のための装置であっ
て、前記装置は、請求項９の方法のすべてのステップを実行するための手段を備える、装
置。
【請求項１３】
　プログラム命令を備えるコンピュータプログラムであって、前記プログラム命令は、請
求項１から８、または１１のうちのいずれか一項の方法のすべてのステップを実施するた
めにコンピュータ実行可能である、コンピュータプログラム。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
　[0001]本出願は、その全体が参照により本明細書に明確に組み込まれる、２０１３年１
２月２０日に出願された「LTE EMBMS SERVICE ENHANCEMENT」と題する米国仮出願第６１
／９１９，５３７号、および２０１４年１０月２７日に出願された「LTE EMBMS SERVICE 
ENHANCEMENT」と題する米国特許出願第１４／５２４，９５９号の利益を主張する。
【０００２】
　[0002]本開示は、一般に通信システムに関し、より詳細には、発展型マルチメディアブ
ロードキャストマルチキャストサービスに関する。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信システムは、電話、ビデオ、データ、メッセージング、およびブ
ロードキャストなどの様々な電気通信サービスを提供するために広く展開されている。典
型的なワイヤレス通信システムは、利用可能なシステムリソース（たとえば、帯域幅、送
信電力）を共有することによって複数のユーザとの通信をサポートすることが可能な多元
接続技術を採用し得る。そのような多元接続技術の例としては、符号分割多元接続（ＣＤ
ＭＡ）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ
）システム、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システム、シングルキャリア周波数
分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）システム、および時分割同期符号分割多元接続（ＴＤ－
ＳＣＤＭＡ）システムがある。
【０００４】
　[0004]これらの多元接続技術は、異なるワイヤレスデバイスが都市、国家、地域、さら
には地球規模で通信することを可能にする共通プロトコルを与えるために様々な電気通信
規格において採用されている。新生の電気通信規格の一例はロングタームエボリューショ
ン（ＬＴＥ（登録商標））である。ＬＴＥは、第３世代パートナーシッププロジェクト（
３ＧＰＰ（登録商標）：Third Generation Partnership Project）によって公表されたユ
ニバーサルモバイルテレコミュニケーションズシステム（ＵＭＴＳ：Universal Mobile T
elecommunications System）モバイル規格の拡張のセットである。ＬＴＥは、スペクトル
効率を改善すること、コストを下げること、サービスを改善すること、新しいスペクトル
を利用すること、およびダウンリンク（ＤＬ）上ではＯＦＤＭＡを使用し、アップリンク
（ＵＬ）上ではＳＣ－ＦＤＭＡを使用し、多入力多出力（ＭＩＭＯ）アンテナ技術を使用
して他のオープン規格とより良く統合することによって、モバイルブロードバンドインタ
ーネットアクセスをより良くサポートするように設計されている。しかしながら、モバイ
ルブロードバンドアクセスに対する需要が増大し続けるにつれて、ＬＴＥ技術のさらなる
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改善が必要である。好ましくは、これらの改善は、他の多元接続技術と、これらの技術を
採用する電気通信規格とに適用可能であるべきである。
【発明の概要】
【０００５】
　[0005]本開示の一態様では、方法、コンピュータプログラム製品、および装置が提供さ
れる。本装置は、マルチキャスト協調エンティティ（ＭＣＥ：multicast coordination e
ntity）であり得る。本装置は、それぞれのｅノードＢ（ｅＮＢ）から複数のチャネルス
テータス報告を受信する。一態様では、各チャネルステータス報告は、競合ベース無線周
波数帯域中の複数のチャネルのうちの１つに関する各ｅＮＢに関連するチャネル情報を含
む。本装置は、複数のチャネルステータス報告に基づいて複数のチャネルの中からｅＮＢ
のためのチャネルを選択する。一態様では、選択されたチャネルは、発展型マルチメディ
アブロードキャストマルチキャストサービス（ｅＭＢＭＳ：evolved Multimedia Broadca
st Multicast Service）のために使用されるために利用可能である。本装置は、選択され
たチャネルを使用してｅＭＢＭＳを提供するようにｅＮＢに促す。
【０００６】
　[0006]別の態様では、本装置はＭＣＥを含み得る。本装置は、メモリと、メモリに結合
された少なくとも１つのプロセッサとを含む。少なくとも１つのプロセッサは、それぞれ
のｅＮＢから複数のチャネルステータス報告を受信することと、ここで、各チャネルステ
ータス報告が、競合ベース無線周波数帯域中の複数のチャネルのうちの１つのための、そ
れぞれのｅＮＢと関連するチャネル情報を含む、複数のチャネルステータス報告に基づい
て複数のチャネルの中からｅＮＢのためのチャネルを選択することと、ここで、選択され
たチャネルが、ｅＭＢＭＳのために使用されるために利用可能である、選択されたチャネ
ルを使用してｅＭＢＭＳを提供するようにｅＮＢに促すこととを行うように構成される。
【０００７】
　[0007]別の態様では、本装置はＭＣＥを含み得る。本装置は、それぞれのｅＮＢから複
数のチャネルステータス報告を受信するための手段を含み、ここで、各チャネルステータ
ス報告は、競合ベース無線周波数帯域中の複数のチャネルのうちの１つのための、それぞ
れのｅＮＢと関連するチャネル情報を含む。本装置は、複数のチャネルステータス報告に
基づいて複数のチャネルの中からｅＮＢのためのチャネルを選択するための手段を含み、
ここで、選択されたチャネルが、ｅＭＢＭＳのために使用されるために利用可能である。
本装置は、選択されたチャネルを使用してｅＭＢＭＳを提供するようにｅＮＢに促すため
の手段を含む。
【０００８】
　[0008]別の態様では、コンピュータプログラム製品がＭＣＥに提供され得る。本コンピ
ュータプログラム製品は、ＭＣＥが、それぞれのｅＮＢから複数のチャネルステータス報
告を受信することと、ここで、各チャネルステータス報告は、競合ベース無線周波数帯域
中の複数のチャネルのうちの１つに関する各ｅＮＢと関連するチャネル情報を含む、複数
のチャネルステータス報告に基づいて複数のチャネルの中からｅＮＢのためのチャネルを
選択することと、ここで、選択されたチャネルは、ｅＭＢＭＳのために使用されるために
利用可能である、選択されたチャネルを使用してｅＭＢＭＳを提供するようにｅＮＢに促
すこととを行うためのコードを含むコンピュータ可読媒体を含む。
【０００９】
　[0009]本開示の別の態様では、方法、コンピュータプログラム製品、および装置が提供
される。本装置はＭＣＥであり得る。本装置は、ｅＭＢＭＳを使用して通信されるべきコ
ンテンツが遅延サービス品質（ＱｏＳ）要件を含むかどうかを決定する。一態様では、ｅ
ＭＢＭＳは、競合ベース無線周波数帯域中のチャネル内で通信される。本装置は、コンテ
ンツが遅延ＱｏＳ要件を含むと決定すると、チャネルのフレームの無競合部分中にコンテ
ンツを通信するようにｅＮＢに促す。一態様では、チャネルは、フレームがフレームの無
競合部分と競合部分とを含む時分割多重化（ＴＤＭ）方式に基づいて編成される。本装置
は、コンテンツが遅延ＱｏＳ要件を含まないと決定すると、フレームの競合部分中にコン
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テンツを通信するようにｅＮＢに促す。
【００１０】
　[0010]別の態様では、本装置はＭＣＥを含み得る。本装置は、メモリと、メモリに結合
された少なくとも１つのプロセッサとを含む。少なくとも１つのプロセッサは、それぞれ
のｅＮＢから複数のチャネルステータス報告を受信することと、ここで、各チャネルステ
ータス報告は、競合ベース無線周波数帯域中の複数のチャネルのうちの１つに関する各ｅ
ＮＢと関連するチャネル情報を含む、複数のチャネルステータス報告に基づいて複数のチ
ャネルの中からｅＮＢのためのチャネルを選択することと、ここで、選択されたチャネル
は、ｅＭＢＭＳのために使用されるために利用可能である、選択されたチャネルを使用し
てｅＭＢＭＳを提供するようにｅＮＢに促すこととを行うように構成される。
【００１１】
　[0011]別の態様では、本装置はＭＣＥを含み得る。本装置は、ｅＭＢＭＳを使用して通
信されるべきコンテンツが遅延ＱｏＳ要件を含むかどうかを決定するための手段を含み、
ここで、ｅＭＢＭＳは、競合ベース無線周波数帯域中のチャネル内で通信される。本装置
は、コンテンツが遅延ＱｏＳ要件を含むと決定すると、チャネルのフレームの無競合部分
中にコンテンツを通信するようにｅＮＢに促すための手段を含み、ここで、チャネルは、
フレームがフレームの無競合部分と競合部分とを含むＴＤＭ方式に基づいて編成される。
本装置は、コンテンツが遅延ＱｏＳ要件を含まないと決定すると、フレームの競合部分中
にコンテンツを通信するようにｅＮＢに促すための手段を含む。
【００１２】
　[0012]別の態様では、コンピュータプログラム製品がＭＣＥに提供され得る。本コンピ
ュータプログラム製品は、ＭＣＥが、ｅＭＢＭＳを使用して通信されるべきコンテンツが
遅延ＱｏＳ要件を含むかどうかを決定することと、ここで、ｅＭＢＭＳは、競合ベース無
線周波数帯域中のチャネル内で通信される、コンテンツが遅延ＱｏＳ要件を含むと決定す
ると、チャネルのフレームの無競合部分中にコンテンツを通信するようにｅＮＢに促すこ
とと、ここで、チャネルは、フレームがフレームの無競合部分と競合部分とを含むＴＤＭ
方式に基づいて編成される、コンテンツが遅延ＱｏＳ要件を含まないと決定すると、フレ
ームの競合部分中にコンテンツを通信するようにｅＮＢに促すこととを行うためのコード
を含むコンピュータ可読媒体を含む。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】[0013]ネットワークアーキテクチャの一例を示す図。
【図２】[0014]アクセスネットワークの一例を示す図。
【図３】[0015]ＬＴＥにおけるＤＬフレーム構造の一例を示す図。
【図４】[0016]ＬＴＥにおけるＵＬフレーム構造の一例を示す図。
【図５】[0017]ユーザプレーンおよび制御プレーンのための無線プロトコルアーキテクチ
ャの一例を示す図。
【図６】[0018]アクセスネットワーク中の発展型ノードＢおよびユーザ機器の一例を示す
図。
【図７Ａ】[0019]マルチキャストブロードキャスト単一周波数ネットワーク中の発展型マ
ルチメディアブロードキャストマルチキャストサービスチャネル構成の一例を示す図。
【図７Ｂ】[0020]マルチキャストチャネルスケジューリング情報メディアアクセス制御制
御要素のフォーマットを示す図。
【図８】[0021]第１の態様の手法による、ｅＮＢセルのためのチャネル選択を示す例示的
な図。
【図９】[0022]異なる周波数を利用する２つのグループ中のｅＮＢを示す例示的な図。
【図１０】[0023]ＭＣＥにおいて実行される第１の態様の手法を示す例示的なフローチャ
ート。
【図１１】[0024]無認可スペクトルを利用するｅＮＢにおいて実行される第１の態様の手
法を示す例示的なフローチャート。
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【図１２】[0025]第２の態様の手法による、無競合期間と競合期間とを含むＴＤＭ期間の
例示的な時間図。
【図１３】[0026]第２の態様の手法による、２つのｅＮＢサイトのＴＤＭ期間の例示的な
時間図。
【図１４】[0027]第２の態様の手法による、ＴＤＭチャネルを切り替えるための例示的な
時間図。
【図１５】[0028]Ｗｉ－ｆｉ（登録商標）データ送信の終了時の肯定応答後の様々な動作
に対応する待機期間を示す例示的な時間図。
【図１６】[0029]第２の態様の手法による、ＰＣＦ動作とＤＣＦ動作とを示す例示的な時
間図。
【図１７】[0030]本開示の一態様による、ワイヤレス通信の方法のフローチャート。
【図１８】[0031]本開示の一態様による、ワイヤレス通信の方法のフローチャート。
【図１９】[0032]例示的な装置における異なるモジュール／手段／構成要素間のデータフ
ローを示す概念データフロー図。
【図２０】[0033]処理システムを採用する装置のためのハードウェア実装形態の一例を示
す図。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　[0034]添付の図面に関して以下に記載する発明を実施するための形態は、様々な構成を
説明するものであり、本明細書で説明する概念が実施され得る構成のみを表すものではな
い。発明を実施するための形態は、様々な概念の完全な理解を与えるための具体的な詳細
を含む。ただし、これらの概念はこれらの具体的な詳細なしに実施され得ることが当業者
には明らかであろう。いくつかの事例では、そのような概念を不明瞭にしないように、よ
く知られている構造および構成要素をブロック図の形式で示す。
【００１５】
　[0035]次に、様々な装置および方法に関して電気通信システムのいくつかの態様を提示
する。これらの装置および方法について、以下の発明を実施するための形態において説明
し、（「要素」と総称される）様々なブロック、モジュール、構成要素、回路、ステップ
、プロセス、アルゴリズムなどによって添付の図面に示す。これらの要素は、電子ハード
ウェア、コンピュータソフトウェア、またはそれらの任意の組合せを使用して実装され得
る。そのような要素がハードウェアとして実装されるか、ソフトウェアとして実装される
かは、特定の適用例および全体的なシステムに課される設計制約に依存する。
【００１６】
　[0036]例として、要素、または要素の任意の部分、または要素の任意の組合せは、１つ
または複数のプロセッサを含む「処理システム」を用いて実装され得る。プロセッサの例
としては、マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳ
Ｐ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、プログラマブル論理デバイ
ス（ＰＬＤ）、状態機械、ゲート論理、個別ハードウェア回路、および本開示全体にわた
って説明する様々な機能を実行するように構成された他の好適なハードウェアがある。処
理システム中の１つまたは複数のプロセッサはソフトウェアを実行し得る。ソフトウェア
は、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マイクロコード、ハードウェア記述
言語などの名称にかかわらず、命令、命令セット、コード、コードセグメント、プログラ
ムコード、プログラム、サブプログラム、ソフトウェアモジュール、アプリケーション、
ソフトウェアアプリケーション、ソフトウェアパッケージ、ルーチン、サブルーチン、オ
ブジェクト、実行ファイル、実行スレッド、プロシージャ、関数などを意味すると広く解
釈されたい。
【００１７】
　[0037]したがって、１つまたは複数の例示的な実施形態では、説明する機能は、ハード
ウェア、ソフトウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得る。
ソフトウェアで実装される場合、機能は、コンピュータ可読媒体上に記憶されるか、ある
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いはコンピュータ可読媒体上に１つまたは複数の命令またはコードとして符号化され得る
。コンピュータ可読媒体はコンピュータ記憶媒体を含む。記憶媒体は、コンピュータによ
ってアクセスされ得る任意の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく、例として、その
ようなコンピュータ可読媒体は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、読取り専用メモリ
（ＲＯＭ）、電気的消去可能プログラマブルＲＯＭ（ＥＥＰＲＯＭ（登録商標））、コン
パクトディスクＲＯＭ（ＣＤ－ＲＯＭ）または他の光ディスクストレージ、磁気ディスク
ストレージまたは他の磁気ストレージデバイス、あるいは命令またはデータ構造の形態の
所望のプログラムコードを搬送または記憶するために使用され得、コンピュータによって
アクセスされ得る、任意の他の媒体を備えることができる。本明細書で使用するディスク
（disk）およびディスク（disc）は、ＣＤ、レーザーディスク（登録商標）（disc）、光
ディスク（disc）、デジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、およびフロッピー（登
録商標）ディスク（disk）を含み、ディスク（disk）は、通常、データを磁気的に再生し
、ディスク（disc）は、データをレーザーで光学的に再生する。上記の組合せもコンピュ
ータ可読媒体の範囲内に含めるべきである。
【００１８】
　[0038]図１は、ＬＴＥネットワークアーキテクチャ１００を示す図である。ＬＴＥネッ
トワークアーキテクチャ１００は発展型パケットシステム（ＥＰＳ：Evolved Packet Sys
tem）１００と呼ばれることがある。ＥＰＳ１００は、１つまたは複数のユーザ機器（Ｕ
Ｅ）１０２と、発展型ＵＭＴＳ地上波無線アクセスネットワーク（Ｅ－ＵＴＲＡＮ：Evol
ved UMTS Terrestrial Radio Access Network）１０４と、発展型パケットコア（ＥＰＣ
：Evolved Packet Core）１１０と、事業者のインターネットプロトコル（ＩＰ）サービ
ス１２２とを含み得る。ＥＰＳは他のアクセスネットワークと相互接続することができる
が、簡単のために、それらのエンティティ／インターフェースは図示していない。図示の
ように、ＥＰＳはパケット交換サービスを提供するが、当業者なら容易に諒解するように
、本開示全体にわたって提示する様々な概念は、回線交換サービスを提供するネットワー
クに拡張され得る。
【００１９】
　[0039]Ｅ－ＵＴＲＡＮは、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）１０６と、他のｅＮＢ１０８と、
マルチキャスト協調エンティティ（ＭＣＥ）１２８とを含む。ｅＮＢ１０６は、ＵＥ１０
２に対してユーザプレーンプロトコル終端と制御プレーンプロトコル終端とを与える。ｅ
ＮＢ１０６は、バックホール（たとえば、Ｘ２インターフェース）を介して他のｅＮＢ１
０８に接続され得る。ＭＣＥ１２８は発展型マルチメディアブロードキャストマルチキャ
ストサービス（ＭＢＭＳ：Multimedia Broadcast Multicast Service）（ｅＭＢＭＳ）の
ために時間／周波数無線リソースを割り振り、ｅＭＢＭＳのために無線構成（たとえば、
変調およびコーディング方式（ＭＣＳ：modulation and coding scheme））を決定する。
ＭＣＥ１２８は別個のエンティティまたはｅＮＢ１０６の一部であり得る。ｅＮＢ１０６
はまた、基地局、ノードＢ、アクセスポイント、トランシーバ基地局、無線基地局、無線
トランシーバ、トランシーバ機能、基本サービスセット（ＢＳＳ：basic service set）
、拡張サービスセット（ＥＳＳ：extended service set）、または何らかの他の好適な用
語で呼ばれることがある。ｅＮＢ１０６は、ＵＥ１０２にＥＰＣ１１０へのアクセスポイ
ントを与える。ＵＥ１０２の例としては、セルラーフォン、スマートフォン、セッション
開始プロトコル（ＳＩＰ：session initiation protocol）電話、ラップトップ、携帯情
報端末（ＰＤＡ）、衛星無線、全地球測位システム、マルチメディアデバイス、ビデオデ
バイス、デジタルオーディオプレーヤ（たとえば、ＭＰ３プレーヤ）、カメラ、ゲーム機
、タブレット、または任意の他の同様の機能デバイスがある。ＵＥ１０２は、当業者によ
って、移動局、加入者局、モバイルユニット、加入者ユニット、ワイヤレスユニット、リ
モートユニット、モバイルデバイス、ワイヤレスデバイス、ワイヤレス通信デバイス、リ
モートデバイス、モバイル加入者局、アクセス端末、モバイル端末、ワイヤレス端末、リ
モート端末、ハンドセット、ユーザエージェント、モバイルクライアント、クライアント
、または何らかの他の好適な用語で呼ばれることもある。



(8) JP 6453341 B2 2019.1.16

10

20

30

40

50

【００２０】
　[0040]ｅＮＢ１０６はＥＰＣ１１０に接続される。ＥＰＣ１１０は、モビリティ管理エ
ンティティ（ＭＭＥ：Mobility Management Entity）１１２と、ホーム加入者サーバ（Ｈ
ＳＳ）１２０と、他のＭＭＥ１１４と、サービングゲートウェイ１１６と、マルチメディ
アブロードキャストマルチキャストサービス（ＭＢＭＳ）ゲートウェイ１２４と、ブロー
ドキャストマルチキャストサービスセンター（ＢＭ－ＳＣ：Broadcast Multicast Servic
e Center）１２６と、パケットデータネットワーク（ＰＤＮ：Packet Data Network）ゲ
ートウェイ１１８とを含み得る。ＭＭＥ１１２は、ＵＥ１０２とＥＰＣ１１０との間のシ
グナリングを処理する制御ノードである。概して、ＭＭＥ１１２はベアラおよび接続管理
を行う。すべてのユーザＩＰパケットはサービングゲートウェイ１１６を通して転送され
、サービングゲートウェイ１１６自体はＰＤＮゲートウェイ１１８に接続される。ＰＤＮ
ゲートウェイ１１８はＵＥのＩＰアドレス割振りならびに他の機能を提供する。ＰＤＮゲ
ートウェイ１１８とＢＭ－ＳＣ１２６とはＩＰサービス１２２に接続される。ＩＰサービ
ス１２２は、インターネット、イントラネット、ＩＰマルチメディアサブシステム（ＩＭ
Ｓ：IP Multimedia Subsystem）、ＰＳストリーミングサービス（ＰＳＳ：PS Streaming 
Service）、および／または他のＩＰサービスを含み得る。ＢＭ－ＳＣ１２６は、ＭＢＭ
Ｓユーザサービスプロビジョニングおよび配信のための機能を提供し得る。ＢＭ－ＳＣ１
２６は、コンテンツプロバイダＭＢＭＳ送信のためのエントリポイントとして働き得、Ｐ
ＬＭＮ内のＭＢＭＳベアラサービスを許可し、開始するために使用され得、ＭＢＭＳ送信
をスケジュールし、配信するために使用され得る。ＭＢＭＳゲートウェイ１２４は、特定
のサービスをブロードキャストするマルチキャストブロードキャスト単一周波数ネットワ
ーク（ＭＢＳＦＮ：Multicast Broadcast Single Frequency Network）エリアに属するｅ
ＮＢ（たとえば、１０６、１０８）にＭＢＭＳトラフィックを配信するために使用され得
、セッション管理（開始／停止）と、ｅＭＢＭＳ関係の課金情報を収集することとを担当
し得る。
【００２１】
　[0041]図２は、ＬＴＥネットワークアーキテクチャにおけるアクセスネットワーク２０
０の一例を示す図である。この例では、アクセスネットワーク２００は、いくつかのセル
ラー領域（セル）２０２に分割される。１つまたは複数のより低い電力クラスのｅＮＢ２
０８は、セル２０２のうちの１つまたは複数と重複するセルラー領域２１０を有し得る。
より低い電力クラスのｅＮＢ２０８は、フェムトセル（たとえば、ホームｅＮＢ（ＨｅＮ
Ｂ））、ピコセル、マイクロセル、またはリモートラジオヘッド（ＲＲＨ）であり得る。
マクロｅＮＢ２０４は各々、それぞれのセル２０２に割り当てられ、セル２０２中のすべ
てのＵＥ２０６にＥＰＣ１１０へのアクセスポイントを与えるように構成される。アクセ
スネットワーク２００のこの例には集中コントローラはないが、代替構成では集中コント
ローラが使用され得る。ｅＮＢ２０４は、無線ベアラ制御、承認制御、モビリティ制御、
スケジューリング、セキュリティ、およびサービングゲートウェイ１１６への接続性を含
む、すべての無線関係機能を担当する。ｅＮＢは、１つまたは複数の（たとえば、３つの
）セル（セクタとも呼ばれる）をサポートし得る。「セル」という用語は、ｅＮＢの最小
カバレージエリアを指すことができ、および／またはｅＮＢサブシステムサービングは特
定のカバレージエリアである。さらに、「ｅＮＢ」、「基地局」、および「セル」という
用語は、本明細書では互換的に使用され得る。
【００２２】
　[0042]アクセスネットワーク２００によって採用される変調および多元接続方式は、展
開されている特定の電気通信規格に応じて異なり得る。ＬＴＥ適用例では、周波数分割複
信（ＦＤＤ）と時分割複信（ＴＤＤ）の両方をサポートするために、ＯＦＤＭがＤＬ上で
使用され、ＳＣ－ＦＤＭＡがＵＬ上で使用される。当業者なら以下の詳細な説明から容易
に諒解するように、本明細書で提示する様々な概念はＬＴＥ適用例に好適である。ただし
、これらの概念は、他の変調および多元接続技法を採用する他の電気通信規格に容易に拡
張され得る。例として、これらの概念は、エボリューションデータオプティマイズド（Ｅ
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Ｖ－ＤＯ：Evolution-Data Optimized）またはウルトラモバイルブロードバンド（ＵＭＢ
）に拡張され得る。ＥＶ－ＤＯおよびＵＭＢは、ＣＤＭＡ２０００規格ファミリーの一部
として第３世代パートナーシッププロジェクト２（３ＧＰＰ２：3rd Generation Partner
ship Project 2）によって公表されたエアインターフェース規格であり、移動局にブロー
ドバンドインターネットアクセスを提供するためにＣＤＭＡを採用する。これらの概念は
また、広帯域ＣＤＭＡ（Ｗ－ＣＤＭＡ（登録商標））とＴＤ－ＳＣＤＭＡなどのＣＤＭＡ
の他の変形態とを採用するユニバーサル地上波無線アクセス（ＵＴＲＡ：Universal Terr
estrial Radio Access）、ＴＤＭＡを採用するモバイル通信用グローバルシステム（ＧＳ
Ｍ（登録商標）：Global System for Mobile Communications）、ならびに、ＯＦＤＭＡ
を採用する、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ：Evolved UTRA）、ＩＥＥＥ８０２．１１（
Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ（登録商標））、ＩＥＥ
Ｅ８０２．２０、およびＦｌａｓｈ－ＯＦＤＭに拡張され得る。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ
、ＵＭＴＳ、ＬＴＥおよびＧＳＭは、３ＧＰＰ団体からの文書に記載されている。ＣＤＭ
Ａ２０００およびＵＭＢは、３ＧＰＰ２団体からの文書に記載されている。採用される実
際のワイヤレス通信規格および多元接続技術は、特定の適用例およびシステムに課される
全体的な設計制約に依存することになる。
【００２３】
　[0043]ｅＮＢ２０４は、ＭＩＭＯ技術をサポートする複数のアンテナを有し得る。ＭＩ
ＭＯ技術の使用により、ｅＮＢ２０４は、空間多重化、ビームフォーミング、および送信
ダイバーシティをサポートするために空間領域を活用することが可能になる。空間多重化
は、データの異なるストリームを同じ周波数上で同時に送信するために使用され得る。デ
ータストリームは、データレートを増加させるために単一のＵＥ２０６に送信されるか、
または全体的なシステム容量を増加させるために複数のＵＥ２０６に送信され得る。これ
は、各データストリームを空間的にプリコーディングし（すなわち、振幅および位相のス
ケーリングを適用し）、次いでＤＬ上で複数の送信アンテナを通して空間的にプリコーデ
ィングされた各ストリームを送信することによって達成される。空間的にプリコーディン
グされたデータストリームは、異なる空間シグネチャとともに（１つまたは複数の）ＵＥ
２０６に到着し、これにより、（１つまたは複数の）ＵＥ２０６の各々は、そのＵＥ２０
６に宛てられた１つまたは複数のデータストリームを復元することが可能になる。ＵＬ上
で、各ＵＥ２０６は、空間的にプリコーディングされたデータストリームを送信し、これ
により、ｅＮＢ２０４は、空間的にプリコーディングされた各データストリームのソース
を識別することが可能になる。
【００２４】
　[0044]空間多重化は、概して、チャネル状態が良好であるときに使用される。チャネル
状態があまり良好でないときは、送信エネルギーを１つまたは複数の方向に集中させるた
めにビームフォーミングが使用され得る。これは、複数のアンテナを介した送信のための
データを空間的にプリコーディングすることによって達成され得る。セルのエッジにおい
て良好なカバレージを達成するために、送信ダイバーシティと組み合わせてシングルスト
リームビームフォーミング送信が使用され得る。
【００２５】
　[0045]以下の詳細な説明では、アクセスネットワークの様々な態様について、ＤＬ上で
ＯＦＤＭをサポートするＭＩＭＯシステムに関して説明する。ＯＦＤＭは、ＯＦＤＭシン
ボル内のいくつかのサブキャリアを介してデータを変調するスペクトル拡散技法である。
サブキャリアは正確な周波数で離間される。離間は、受信機がサブキャリアからデータを
復元することを可能にする「直交性」を与える。時間領域では、ＯＦＤＭシンボル間干渉
をなくすために、ガードインターバル（たとえば、サイクリックプレフィックス）が各Ｏ
ＦＤＭシンボルに追加され得る。ＵＬは、高いピーク対平均電力比（ＰＡＰＲ：peak-to-
average power ratio）を補償するために、ＳＣ－ＦＤＭＡをＤＦＴ拡散ＯＦＤＭ信号の
形態で使用し得る。
【００２６】
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　[0046]図３は、ＬＴＥにおけるＤＬフレーム構造の一例を示す図３００である。フレー
ム（１０ｍｓ）は、等しいサイズの１０個のサブフレームに分割され得る。各サブフレー
ムは、２つの連続するタイムスロットを含み得る。２つのタイムスロットを表すためにリ
ソースグリッドが使用され得、各タイムスロットはリソースブロックを含む。リソースグ
リッドは複数のリソース要素に分割される。ＬＴＥでは、リソースブロックは、周波数領
域中に１２個の連続するサブキャリアを含んでおり、各ＯＦＤＭシンボル中のノーマルサ
イクリックプレフィックスについて、時間領域中に７個の連続するＯＦＤＭシンボルを含
んでおり、すなわち８４個のリソース要素を含んでいることがある。拡張サイクリックプ
レフィックスについて、リソースブロックは、時間領域中に６個の連続するＯＦＤＭシン
ボルを含んでおり、すなわち７２個のリソース要素を含んでいることがある。Ｒ３０２、
３０４として示されるリソース要素のいくつかはＤＬ基準信号（ＤＬ－ＲＳ：DL referen
ce signal）を含む。ＤＬ－ＲＳは、（共通ＲＳと呼ばれることもある）セル固有ＲＳ（
ＣＲＳ：Cell-specific RS）３０２と、ＵＥ固有ＲＳ（ＵＥ－ＲＳ：UE-specific RS）３
０４とを含む。ＵＥ－ＲＳ３０４は、対応する物理ＤＬ共有チャネル（ＰＤＳＣＨ：phys
ical DL shared channel）がマッピングされるリソースブロック上のみで送信される。各
リソース要素によって搬送されるビット数は変調方式に依存する。したがって、ＵＥが受
信するリソースブロックが多いほど、また変調方式が高いほど、ＵＥのデータレートは高
くなる。
【００２７】
　[0047]図４は、ＬＴＥにおけるＵＬフレーム構造の一例を示す図４００である。ＵＬの
ために利用可能なリソースブロックは、データセクションと制御セクションとに区分され
得る。制御セクションは、システム帯域幅の２つのエッジにおいて形成され得、構成可能
なサイズを有し得る。制御セクション中のリソースブロックは、制御情報の送信のために
ＵＥに割り当てられ得る。データセクションは、制御セクション中に含まれないすべての
リソースブロックを含み得る。ＵＬフレーム構造は、単一のＵＥがデータセクション中の
連続サブキャリアのすべてを割り当てられることを可能にし得る、連続サブキャリアを含
むデータセクションを生じる。
【００２８】
　[0048]ＵＥには、ｅＮＢに制御情報を送信するために、制御セクション中のリソースブ
ロック４１０ａ、４１０ｂが割り当てられ得る。ＵＥには、ｅＮＢにデータを送信するた
めに、データセクション中のリソースブロック４２０ａ、４２０ｂも割り当てられ得る。
ＵＥは、制御セクション中の割り当てられたリソースブロック上の物理ＵＬ制御チャネル
（ＰＵＣＣＨ：physical UL control channel）中で制御情報を送信し得る。ＵＥは、デ
ータセクション中の割り当てられたリソースブロック上の物理ＵＬ共有チャネル（ＰＵＳ
ＣＨ：physical UL shared channel）中でデータのみまたはデータと制御情報の両方を送
信し得る。ＵＬ送信は、サブフレームの両方のスロットにわたり得、周波数上でホッピン
グし得る。
【００２９】
　[0049]初期システムアクセスを実行し、物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ：
physical random access channel）４３０中でＵＬ同期を達成するために、リソースブロ
ックのセットが使用され得る。ＰＲＡＣＨ４３０は、ランダムシーケンスを搬送し、いか
なるＵＬデータ／シグナリングも搬送することができない。各ランダムアクセスプリアン
ブルは、６つの連続するリソースブロックに対応する帯域幅を占有する。開始周波数はネ
ットワークによって指定される。すなわち、ランダムアクセスプリアンブルの送信は、あ
る時間リソースおよび周波数リソースに制限される。周波数ホッピングはＰＲＡＣＨには
ない。ＰＲＡＣＨ試みは単一のサブフレーム（１ｍｓ）中でまたは少数の連続サブフレー
ムのシーケンス中で搬送され、ＵＥは、フレーム（１０ｍｓ）ごとに単一のＰＲＡＣＨ試
みのみを行うことができる。
【００３０】
　[0050]図５は、ＬＴＥにおけるユーザプレーンおよび制御プレーンのための無線プロト
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コルアーキテクチャの一例を示す図５００である。ＵＥおよびｅＮＢのための無線プロト
コルアーキテクチャは、レイヤ１、レイヤ２、およびレイヤ３という３つのレイヤを含ん
で示されている。レイヤ１（Ｌ１レイヤ）は最下位レイヤであり、様々な物理レイヤ信号
処理機能を実装する。Ｌ１レイヤを本明細書では物理レイヤ５０６と呼ぶ。レイヤ２（Ｌ
２レイヤ）５０８は、物理レイヤ５０６の上にあり、物理レイヤ５０６を介したＵＥとｅ
ＮＢとの間のリンクを担当する。
【００３１】
　[0051]ユーザプレーンでは、Ｌ２レイヤ５０８は、メディアアクセス制御（ＭＡＣ：me
dia access control）サブレイヤ５１０と、無線リンク制御（ＲＬＣ：radio link contr
ol）サブレイヤ５１２と、パケットデータコンバージェンスプロトコル（ＰＤＣＰ：pack
et data convergence protocol）５１４サブレイヤとを含み、これらは、ネットワーク側
のｅＮＢにおいて終端される。図示されていないが、ＵＥは、ネットワーク側のＰＤＮゲ
ートウェイ１１８において終端されるネットワークレイヤ（たとえば、ＩＰレイヤ）と、
接続の他端（たとえば、ファーエンドＵＥ、サーバなど）において終端されるアプリケー
ションレイヤとを含むＬ２レイヤ５０８の上にいくつかの上位レイヤを有し得る。
【００３２】
　[0052]ＰＤＣＰサブレイヤ５１４は、異なる無線ベアラと論理チャネルとの間の多重化
を行う。ＰＤＣＰサブレイヤ５１４はまた、無線送信オーバーヘッドを低減するための上
位レイヤデータパケットのヘッダ圧縮と、データパケットを暗号化することによるセキュ
リティと、ＵＥに対するｅＮＢ間のハンドオーバサポートとを与える。ＲＬＣサブレイヤ
５１２は、上位レイヤデータパケットのセグメンテーションおよびリアセンブリと、紛失
データパケットの再送信と、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ：hybrid automatic r
epeat request）による、順序が狂った受信を補正するためのデータパケットの並べ替え
とを行う。ＭＡＣサブレイヤ５１０は、論理チャネルとトランスポートチャネルとの間の
多重化を行う。ＭＡＣサブレイヤ５１０はまた、ＵＥの間で１つのセル中の様々な無線リ
ソース（たとえば、リソースブロック）を割り振ることを担当する。ＭＡＣサブレイヤ５
１０はまたＨＡＲＱ動作を担当する。
【００３３】
　[0053]制御プレーンでは、ＵＥおよびｅＮＢのための無線プロトコルアーキテクチャは
、制御プレーンのためのヘッダ圧縮機能がないことを除いて、物理レイヤ５０６およびＬ
２レイヤ５０８について実質的に同じである。制御プレーンはまた、レイヤ３（Ｌ３レイ
ヤ）中に無線リソース制御（ＲＲＣ：radio resource control）サブレイヤ５１６を含む
。ＲＲＣサブレイヤ５１６は、無線リソース（たとえば、無線ベアラ）を取得することと
、ｅＮＢとＵＥとの間のＲＲＣシグナリングを使用して下位レイヤを構成することとを担
当する。
【００３４】
　[0054]図６は、アクセスネットワーク中でＵＥ６５０と通信しているｅＮＢ６１０のブ
ロック図である。ＤＬでは、コアネットワークからの上位レイヤパケットがコントローラ
／プロセッサ６７５に与えられる。コントローラ／プロセッサ６７５はＬ２レイヤの機能
を実装する。ＤＬでは、コントローラ／プロセッサ６７５は、様々な優先度メトリックに
基づいて、ヘッダ圧縮と、暗号化と、パケットのセグメンテーションおよび並べ替えと、
論理チャネルとトランスポートチャネルとの間の多重化と、ＵＥ６５０への無線リソース
割振りとを行う。コントローラ／プロセッサ６７５はまた、ＨＡＲＱ演算と、紛失パケッ
トの再送信と、ＵＥ６５０へのシグナリングとを担当する。
【００３５】
　[0055]送信（ＴＸ）プロセッサ６１６は、Ｌ１レイヤ（すなわち、物理レイヤ）のため
の様々な信号処理機能を実装する。信号処理機能は、ＵＥ６５０における順方向誤り訂正
（ＦＥＣ：forward error correction）と、様々な変調方式（たとえば、二位相偏移変調
（ＢＰＳＫ：binary phase-shift keying）、四位相偏移変調（ＱＰＳＫ：quadrature ph
ase-shift keying）、Ｍ位相偏移変調（Ｍ－ＰＳＫ：M-phase-shift keying）、多値直交
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振幅変調（Ｍ－ＱＡＭ：M-quadrature amplitude modulation））に基づく信号コンスタ
レーションへのマッピングとを可能にするために、コーディングとインターリービングと
を含む。コーディングされ、変調されたシンボルは、次いで並列ストリームに分割される
。各ストリームは、次いでＯＦＤＭサブキャリアにマッピングされ、時間領域および／ま
たは周波数領域中で基準信号（たとえば、パイロット）と多重化され、次いで逆高速フー
リエ変換（ＩＦＦＴ：Inverse Fast Fourier Transform）を使用して互いに合成されて、
時間領域ＯＦＤＭシンボルストリームを搬送する物理チャネルが生成される。ＯＦＤＭス
トリームは、複数の空間ストリームを生成するために空間的にプリコーディングされる。
チャネル推定器６７４からのチャネル推定値は、コーディングおよび変調方式を決定する
ために、ならびに空間処理のために使用され得る。チャネル推定値は、ＵＥ６５０によっ
て送信される基準信号および／またはチャネル状態フィードバックから導出され得る。各
空間ストリームは、次いで、別個の送信機６１８ＴＸを介して異なるアンテナ６２０に与
えられ得る。各送信機６１８ＴＸは、送信のためにそれぞれの空間ストリームでＲＦキャ
リアを変調し得る。
【００３６】
　[0056]ＵＥ６５０において、各受信機６５４ＲＸは、それのそれぞれのアンテナ６５２
を通して信号を受信する。各受信機６５４ＲＸは、ＲＦキャリア上に変調された情報を復
元し、受信（ＲＸ）プロセッサ６５６に情報を与える。ＲＸプロセッサ６５６はＬ１レイ
ヤの様々な信号処理機能を実装する。ＲＸプロセッサ６５６は、ＵＥ６５０に宛てられた
任意の空間ストリームを復元するために、情報に対して空間処理を実行し得る。複数の空
間ストリームがＵＥ６５０に宛てられた場合、それらはＲＸプロセッサ６５６によって単
一のＯＦＤＭシンボルストリームに合成され得る。ＲＸプロセッサ６５６は、次いで、高
速フーリエ変換（ＦＦＴ）を使用してＯＦＤＭシンボルストリームを時間領域から周波数
領域に変換する。周波数領域信号は、ＯＦＤＭ信号のサブキャリアごとに別個のＯＦＤＭ
シンボルストリームを備える。各サブキャリア上のシンボルと、基準信号とは、ｅＮＢ６
１０によって送信される、可能性が最も高い信号コンスタレーションポイントを決定する
ことによって復元され、復調される。これらの軟判定は、チャネル推定器６５８によって
計算されるチャネル推定値に基づき得る。軟判定は、次いで、物理チャネル上でｅＮＢ６
１０によって最初に送信されたデータと制御信号とを復元するために復号され、デインタ
ーリーブされる。データおよび制御信号は、次いで、コントローラ／プロセッサ６５９に
与えられる。
【００３７】
　[0057]コントローラ／プロセッサ６５９はＬ２レイヤを実装する。コントローラ／プロ
セッサは、プログラムコードとデータとを記憶するメモリ６６０に関連付けられ得る。メ
モリ６６０はコンピュータ可読媒体と呼ばれることがある。ＵＬでは、コントローラ／プ
ロセッサ６５９は、コアネットワークからの上位レイヤパケットを復元するために、トラ
ンスポートチャネルと論理チャネルとの間の多重分離と、パケットリアセンブリと、解読
と、ヘッダ復元と、制御信号処理とを行う。上位レイヤパケットは、次いで、Ｌ２レイヤ
の上のすべてのプロトコルレイヤを表すデータシンク６６２に与えられる。また、様々な
制御信号がＬ３処理のためにデータシンク６６２に与えられ得る。コントローラ／プロセ
ッサ６５９はまた、ＨＡＲＱ動作をサポートするために肯定応答（ＡＣＫ）および／また
は否定応答（ＮＡＣＫ）プロトコルを使用した誤り検出を担当する。
【００３８】
　[0058]ＵＬでは、データソース６６７は、コントローラ／プロセッサ６５９に上位レイ
ヤパケットを与えるために使用される。データソース６６７は、Ｌ２レイヤの上のすべて
のプロトコルレイヤを表す。ｅＮＢ６１０によるＤＬ送信に関して説明した機能と同様に
、コントローラ／プロセッサ６５９は、ヘッダ圧縮と、暗号化と、パケットのセグメント
化および並べ替えと、ｅＮＢ６１０による無線リソース割振りに基づいた論理チャネルと
トランスポートチャネルとの間の多重化とを行うことによって、ユーザプレーンおよび制
御プレーンのためのＬ２レイヤを実装する。コントローラ／プロセッサ６５９はまた、Ｈ
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ＡＲＱ動作、紛失パケットの再送信、およびｅＮＢ６１０へのシグナリングを担当する。
【００３９】
　[0059]ｅＮＢ６１０によって送信される基準信号またはフィードバックからチャネル推
定器６５８によって導出されるチャネル推定値は、適切なコーディングおよび変調方式を
選択することと、空間処理を可能にすることとを行うために、ＴＸプロセッサ６６８によ
って使用され得る。ＴＸプロセッサ６６８によって生成される空間ストリームは、別個の
送信機６５４ＴＸを介して異なるアンテナ６５２に与えられ得る。各送信機６５４ＴＸは
、送信のためにそれぞれの空間ストリームでＲＦキャリアを変調し得る。
【００４０】
　[0060]ＵＬ送信は、ＵＥ６５０における受信機機能に関して説明した方法と同様の方法
でｅＮＢ６１０において処理される。各受信機６１８ＲＸは、それのそれぞれのアンテナ
６２０を通して信号を受信する。各受信機６１８ＲＸは、ＲＦキャリア上に変調された情
報を復元し、ＲＸプロセッサ６７０に情報を与える。ＲＸプロセッサ６７０はＬ１レイヤ
を実装し得る。
【００４１】
　[0061]コントローラ／プロセッサ６７５はＬ２レイヤを実装する。コントローラ／プロ
セッサ６７５は、プログラムコードとデータとを記憶するメモリ６７６に関連付けられ得
る。メモリ６７６はコンピュータ可読媒体と呼ばれることがある。ＵＬでは、コントロー
ラ／プロセッサ６７５は、ＵＥ６５０からの上位レイヤパケットを復元するために、トラ
ンスポートチャネルと論理チャネルとの間の多重分離と、パケットリアセンブリと、復号
と、ヘッダ復元と、制御信号処理とを行う。コントローラ／プロセッサ６７５からの上位
レイヤパケットはコアネットワークに与えられ得る。コントローラ／プロセッサ６７５は
また、ＨＡＲＱ動作をサポートするためにＡＣＫおよび／またはＮＡＣＫプロトコルを使
用する誤り検出を担当する。
【００４２】
　[0062]図７Ａは、ＭＢＳＦＮにおける発展型ＭＢＭＳ（ｅＭＢＭＳ）チャネル構成の一
例を示す図７５０である。セル７５２’中のｅＮＢ７５２は第１のＭＢＳＦＮエリアを形
成し得、セル７５４’中のｅＮＢ７５４は第２のＭＢＳＦＮエリアを形成し得る。ｅＮＢ
７５２、７５４はそれぞれ、他のＭＢＳＦＮエリア、たとえば、最大８つのＭＢＳＦＮエ
リアに関連付けられ得る。ＭＢＳＦＮエリア内のセルは、予約済みセル（reserved area
）と呼ばれることがある。予約済みセルは、マルチキャスト／ブロードキャストコンテン
ツを与えないが、セル７５２’、７５４’と時間同期され、ＭＢＳＦＮエリアへの干渉を
制限するために、ＭＢＳＦＮリソース上で制限電力を有し得る。ＭＢＳＦＮエリア中の各
ｅＮＢは、同じｅＭＢＭＳ制御情報とデータとを同期的に送信する。各エリアは、ブロー
ドキャストサービスと、マルチキャストサービスと、ユニキャストサービスとをサポート
し得る。ユニキャストサービスは、特定のユーザを対象とするサービス、たとえば、ボイ
ス呼である。マルチキャストサービスは、ユーザのグループによって受信され得るサービ
ス、たとえば、サブスクリプションビデオサービスである。ブロードキャストサービスは
、すべてのユーザによって受信され得るサービス、たとえば、ニュース放送である。図７
Ａを参照すると、第１のＭＢＳＦＮエリアは、特定のニュースブロードキャストをＵＥ７
７０に与えることなどによって、第１のｅＭＢＭＳブロードキャストサービスをサポート
し得る。第２のＭＢＳＦＮエリアは、異なるニュースブロードキャストをＵＥ７６０に与
えることなどによって、第２のｅＭＢＭＳブロードキャストサービスをサポートし得る。
各ＭＢＳＦＮエリアは、複数の物理マルチキャストチャネル（ＰＭＣＨ：physical multi
cast channel）（たとえば、１５個のＰＭＣＨ）をサポートする。各ＰＭＣＨはマルチキ
ャストチャネル（ＭＣＨ）に対応する。各ＭＣＨは、複数（たとえば、２９個）のマルチ
キャスト論理チャネルを多重化することができる。各ＭＢＳＦＮエリアは、１つのマルチ
キャスト制御チャネル（ＭＣＣＨ：multicast control channel）を有し得る。したがっ
て、１つのＭＣＨは、１つのＭＣＣＨと複数のマルチキャストトラフィックチャネル（Ｍ
ＴＣＨ：multicast traffic channel）とを多重化し得、残りのＭＣＨは複数のＭＴＣＨ
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を多重化し得る。
【００４３】
　[0063]ＵＥは、ｅＭＢＭＳサービスアクセスの利用可能性と、対応するアクセス層構成
とを発見するために、ＬＴＥセルにキャンプオンすることができる。第１のステップにお
いて、ＵＥは、システム情報ブロック（ＳＩＢ）１３（ＳＩＢ１３）を取得し得る。第２
のステップにおいて、ＳＩＢ１３に基づいて、ＵＥは、ＭＣＣＨ上でＭＢＳＦＮエリア構
成メッセージを取得し得る。第３のステップにおいて、ＭＢＳＦＮエリア構成メッセージ
に基づいて、ＵＥは、ＭＣＨスケジューリング情報（ＭＳＩ）のＭＡＣ制御要素を取得し
得る。ＳＩＢ１３は、（１）セルによってサポートされる各ＭＢＳＦＮエリアのＭＢＳＦ
Ｎエリア識別子と、（２）ＭＣＣＨ繰り返し期間（たとえば、３２個、６４個、．．．、
２５６個のフレーム）、ＭＣＣＨオフセット（たとえば、０、１つ、．．．、１０個のフ
レーム）、ＭＣＣＨ修正期間（たとえば、５１２個、１０２４個のフレーム）、シグナリ
ング変調およびコーディング方式（ＭＣＳ）、繰り返し期間とオフセットとによって示さ
れる無線フレームのどのサブフレームがＭＣＣＨを送信することができるかを示すサブフ
レーム割振り情報などの、ＭＣＣＨを収集するための情報と、（３）ＭＣＣＨ変更通知構
成とを示し得る。各ＭＢＳＦＮエリアについて１つのＭＢＳＦＮエリア構成メッセージが
ある。ＭＢＳＦＮエリア構成メッセージは、（１）ＰＭＣＨ内の論理チャネル識別子によ
って識別される各ＭＴＣＨの一時的モバイルグループ識別情報（ＴＭＧＩ）および随意の
セッション識別子と、（２）ＭＢＳＦＮエリアの各ＰＭＣＨを送信するための割り振られ
たリソース（すなわち、無線フレームおよびサブフレーム）およびそのエリア中のすべて
のＰＭＣＨのための割り振られたリソースの割振り期間（たとえば、４つ、８つ、．．．
、２５６個のフレーム）と、（３）ＭＳＩ　ＭＡＣ制御要素が送信されるＭＣＨスケジュ
ーリング期間（ＭＳＰ）（たとえば、８つ、１６個、３２個、．．．、または１０２４個
の無線フレーム）とを示し得る。
【００４４】
　[0064]図７Ｂは、ＭＳＩ　ＭＡＣ制御要素のフォーマットを示す図７９０である。ＭＳ
Ｉ　ＭＡＣ制御要素は、ＭＳＰごとに１回送られ得る。ＭＳＩ　ＭＡＣ制御要素は、ＰＭ
ＣＨの各スケジューリング期間の第１のサブフレーム中で送られ得る。ＭＳＩ　ＭＡＣ制
御要素は、ＰＭＣＨ内の各ＭＴＣＨの停止フレームおよびサブフレームを示すことができ
る。ＭＢＳＦＮエリアごとにＰＭＣＨ当たり１つのＭＳＩが存在し得る。
【００４５】
　[0065]無認可スペクトル（unlicensed spectrum）を利用するｅＮＢは、他のｅＮＢと
は無関係にチャネル選択を実行する。したがって、異なるｅＮＢが異なるチャネルを選択
し得る。ｅＮＢによるチャネル選択は、ＭＢＳＦＮ送信に影響を及ぼすことがある。チャ
ネル選択では、エアインターフェースが変わることも変わらないこともあり、ネットワー
クインターフェースが変わることがあるか、またはプロプライエタリな実装形態下にある
ことがある。ｅＭＢＭＳを提供する際に、Ｗｉ－Ｆｉ（たとえば、ＷＬＡＮ）は、単一周
波数ネットワーク（ＳＦＮ）ブロードキャストサービスを提供することができない。しか
しながら、無認可スペクトルを利用するｅＮＢは、ｅＭＢＭＳサービスのためにＳＦＮブ
ロードキャストサービスを提供し得る。たとえば、無認可スペクトルを利用するｅＮＢは
、コンサートホールまたはスタジアムなどのベニューにおいてあるいはホットスポット使
用のためにＳＦＮブロードキャストサービスを提供するために、使用され得る。
【００４６】
　[0066]マクロセルｅＭＢＭＳでは、カバレージを改善するために、無認可スペクトルを
利用するｅＮＢは、マクロセルｅＭＢＭＳサービスの弱いカバレージエリアのために使用
され得る。マクロセルｅＭＢＭＳの容量は、弱いカバレージエリアによって制限される。
したがって、弱いカバレージエリアサービスを提供するために無認可スペクトルを利用す
るｅＮＢは、マクロセルｅＭＢＭＳのカバレージおよび容量を増大させ得る。さらに、マ
クロセルｅＭＢＭＳのカバレージ境界を改善するために、マクロセルｅＭＢＭＳカバレー
ジ境界にあるＵＥは、サービス連続性を維持するためにユニキャスト／ブロードキャスト
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切替えに依拠し得る。しかしながら、ユニキャストチャネルではデータレートが低いこと
があり、ユニキャストを利用することは、不要な負荷を発生させることがある。
【００４７】
　[0067]ＭＢＳＦＮエリアにわたってサービス連続性を維持するために、無認可スペクト
ルを利用するｅＮＢを使用することによって、マクロセルｅＭＢＭＳのカバレージ境界が
改善され得る。ｅＮＢが無認可スペクトルを利用する手法では、ｅＭＢＭＳエクスペリエ
ンスを改善するためにいくつかのファクタが考慮される。第１に、無認可スペクトルを利
用するｅＮＢを介したｅＭＢＭＳ通信は、同じスペクトル中の既存のＷｉ－ｆｉサービス
に対する干渉を引き起こすべきではない。第２に、無認可スペクトルを利用するｅＮＢは
、サービスエリアの最大カバレージを与えるべきである。第３に、無認可スペクトルを利
用するｅＮＢは、最大ＳＦＮ利得を達成すべきであり、カバレージエリアは互いに接続さ
れる。第４に、周波数スペクトルにおけるＷｉ－ｆｉサービスの阻止は望ましくないので
、無認可スペクトルを利用するｅＮＢを介したｅＭＢＭＳサービスは、Ｗｉ－ｆｉサービ
スの阻止を最小限に抑えるべきである。たとえば、無認可スペクトルを利用するｅＮＢを
介したｅＭＢＭＳサービスは、長期間にわたって１つのスペクトルを占有し、したがって
、ｅＮＢによって占有されたスペクトルにおけるＷｉ－ｆｉサービスを阻止することがあ
る。上記のファクタは、以下でより詳細に取り上げられる。
【００４８】
　[0068]無認可スペクトルを利用するｅＮＢは、すべてのチャネルを走査し、ステータス
をＭＣＥに周期的に報告する。ステータスは、各チャネルがフリーであるのかビジーであ
るのかに関する情報ならびに負荷履歴を含み得る。Ｗｉ－ｆｉと同様に、周波数は、無認
可スペクトルを利用するｅＮＢが複数のチャネルを利用し得るように、複数のチャネルに
分割される（たとえば、５ＧＨｚが１２個のチャネルに分割される）。ＭＣＥは、構成を
通してｅＮＢトポロジー（たとえば、ｅＮＢのロケーション）に関する情報を有し得る。
ＭＣＥがｅＮＢトポロジーに関する情報を有しない場合、ｅＮＢはｅＮＢのロケーション
をＭＣＥに報告し得る。したがって、ＭＣＥは、複数のｅＮＢから報告を集め、次いで、
その報告に基づいて、ｅＭＢＭＳサービスを提供するためにｅＮＢの各々のために最も望
ましいチャネルを選択し得る。ｅＭＢＭＳサービスのための最も望ましいチャネルは、Ｗ
ｉ－ｆｉサービスを有しないフリーチャネル、またはＷｉ－ｆｉサービスの低い負荷を有
する低負荷チャネルであり得る。チャネル選択時に、ＭＣＥは、選択されたチャネルに関
するチャネル選択情報をｅＮＢの各々に送り、チャネル選択情報に基づいてチャネルを変
更するようにｅＮＢに促し得る。ＭＣＥは、Ｗｉ－ｆｉサービスへのサービス品質（Ｑｏ
Ｓ）影響を低減するためにチャネルを周期的に再選択し、それによって、Ｗｉ－ｆｉサー
ビスの阻止を最小限に抑え得る。
【００４９】
　[0069]チャネルの各選択または再選択では、ＭＣＥは、ＳＦＮ利得を増大させるために
チャネルにおける連続的ｅＭＢＭＳカバレージを最大にする。第１の態様では、ＭＣＥは
、サービスエリア全体のカバレージを維持するために複数のチャネルを使用し得る。特に
、サービスエリア中のいくつかのスポットにおいてＷｉ－ｆｉ干渉がある場合、単一のチ
ャネルは、サービスエリア全体にカバレージを与えるのに十分でないことがあることに留
意されたい。第２の態様では、ｅＮＢは、１つのチャネル中の連続的カバレージを維持す
るために、一般に時分割多重（ＴＤＭ）モードを使用し、詳細には、周期的無競合ｅＭＢ
ＭＳ送信スロットを作成するためにポイント協調機能（ＰＣＦ：point coordination fun
ction）モードを使用し得、ここでは、無競合ｅＭＢＭＳ送信スロットにＷｉ－ｆｉ干渉
がない。たとえば、ある時間期間は競合ベースであり得、別の時間期間は無競合であり得
る。ＭＣＥは、ＵＥが、ｅＮＢにおいて行われた変更をどのように取り入れるかを了解し
得るように、チャネル選択情報をＵＥに送る。ＭＣＥは、チャネル選択情報を１次コンポ
ーネントキャリア（ＰＣＣ：primary component carrier）上で（たとえば、既存のＳＩ
Ｂ１５を介して）ＵＥに送り得る。
【００５０】
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　[0070]第１の態様によれば、ｅＭＢＭＳのためのチャネル切替えは、無認可スペクトル
を利用する複数のｅＮＢとの協調に基づいて実行される。第１の態様の第１の手法では、
無認可スペクトルを利用する各ｅＮＢは、Ｗｉ－ｆｉサービスによる干渉を検出するため
にＷｉ－ｆｉサービスの信号強度を検出する。たとえば、各ｅＮＢは、Ｗｉ－ｆｉビーコ
ンの受信信号強度インジケータ（ＲＳＳＩ：received signal strength indicator）また
はＷｉ－ｆｉ局による応答（たとえば、プローブ応答）のＲＳＳＩを検出することによっ
て、Ｗｉ－ｆｉサービスによる干渉を検出し得る。無認可スペクトルを利用する各ｅＮＢ
は、Ｗｉ－ｆｉ局の送信意図ならびにチャネルステータス報告をＭＣＥに報告する。各ｅ
ＮＢからのチャネルステータス報告は、ｅＮＢとのチャネルがフリーであるのかビジーで
あるのかに関する情報を含む。チャネルステータス報告は、チャネル中のＷｉ－ｆｉサー
ビスの信号強度が第１のしきい値（たとえば、信号強度しきい値）を超える場合、チャネ
ルがビジーであることを示し、チャネル中のＷｉ－ｆｉサービスの信号強度が第１のしき
い値以下である場合、チャネルがフリーであることを示し得る。
【００５１】
　[0071]無認可スペクトルを利用する複数のｅＮＢからのチャネルステータス報告に基づ
いて、ＭＣＥは、できる限り大きい連続的カバレージを与えるために複数のｅＮＢの各々
のためにフリーチャネルを選択し、次いで、対応するフリーチャネルに切り替えるように
ｅＮＢの各々に指示する。ＭＣＥが、フリーチャネルが利用可能でないと決定した場合、
ＭＣＥは、低負荷チャネルに切り替えるように各ｅＮＢに指示する。ＭＣＥが、フリーチ
ャネルの数がｅＮＢの数よりも小さいと決定した場合、ＭＣＥは、いくつかのｅＮＢには
フリーチャネルに切り替えるように指示し、残りのｅＮＢには低負荷チャネルに切り替え
るように指示し得る。ＭＣＥは、最小Ｗｉ－ｆｉビーコンＲＳＳＩまたは最小Ｗｉ－ｆｉ
応答ＲＳＳＩが第２のしきい値（たとえば、負荷しきい値）未満である場合、チャネルが
低負荷チャネルであると決定し得る。したがって、ＭＣＥは、カバレージを最大にするた
めにあらゆるフリーまたは低負荷スポット中にｅＮＢが配置されるように、フリーチャネ
ルまたは低負荷チャネルを占有するように複数のｅＮＢの各々に指示する。したがって、
ＭＣＥは、カバレージを最大にするためのｅＮＢによるチャネル切替えを指示するために
複数のｅＮＢと協調する。しかしながら、フリーチャネルも低負荷チャネルも存在しない
場合、ＭＣＥは、認可スペクトルを利用するｅＮＢを介してまたはユニキャストチャネル
を介してｅＭＢＭＳデータを受信するようにＵＥに指示し得る。ＭＣＥが各ｅＮＢのため
のチャネル（たとえば、フリーチャネルまたは低負荷チャネル）を選択した後に、ＭＣＥ
は、ＭＣＥによって選択されたチャネルと一致するためにＵＥのｅＭＢＭＳチャネルを再
選択するようにＰＣＣを介してＵＥに指示する。たとえば、ＭＣＥがｅＭＢＭＳチャネル
を選択するたびに、ＭＣＥは、選択されたｅＭＢＭＳチャネルへとＵＥのチャネルを再選
択するようにＰＣＣを介してＵＥに指示し得る。
【００５２】
　[0072]第１の態様の第２の手法は、カバレージを最大にするために複数のチャネルを利
用する。無認可スペクトルを利用するｅＮＢが、ｅＭＢＭＳを通信するために共通チャネ
ル（たとえば、単一のチャネル）を使用する場合、同じチャネルにおけるＷｉ－ｆｉ局か
らの干渉がカバレージホールを生じる可能性がある。したがって、ｅＭＢＭＳサービス連
続性を維持するために複数のチャネルが利用され得る。特に、ＭＣＥは、複数のｅＮＢか
らのチャネルステータス報告に基づいて、複数のｅＮＢの各々のための、ｅＭＢＭＳサー
ビスのためのチャネルを選択する。ＭＣＥは、ＳＦＮ利得を最大にするために、ｅＭＢＭ
Ｓのために使用されるチャネルの総数が最小限に抑えられ、各チャネルにおける連続する
ｅＭＢＭＳサイトの数が最大にされるように、各ｅＮＢサイトのためのチャネルを選択す
るように構成され得る。たとえば、連続するｅＭＢＭＳサイトは近隣ｅＭＢＭＳサイトで
ある。ＭＣＥは、１つのサービスが複数のチャネルにわたることを可能にするために、Ｕ
Ｅにおいてキャリアアグリゲーションを実装し得る。特に、単一のｅＮＢのために複数の
チャネルが使用され得る場合、ＭＣＥは、カバレージを最大にするために、複数のチャネ
ルからの信号（たとえば、ｅＭＢＭＳ信号）を結合するためにキャリアアグリゲーション
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を実行するようにＵＥに指示し得る。複数のチャネルに送られる信号は、ＵＥによるキャ
リアアグリゲーションを可能にするために同期され得る。単一のチャネルは十分なＭＢＳ
ＦＮ利得を与えることが可能でないことがあることに留意されたい。エアインターフェー
スは、キャリアアグリゲーションを実装するために変更され得る。
【００５３】
　[0073]上記で説明したように、無認可スペクトルを利用する複数ｅＮＢの各々は、チャ
ネルがフリーであるのかビジーであるのかを示すために、それのそれぞれのチャネルステ
ータス報告をＭＣＥに定期的に報告する。複数ｅＮＢからのチャネルステータス報告に基
づいて、ＭＣＥは、ｅＭＢＭＳによって最大数のエリアがカバーされ、各チャネルにおい
て最大連続的カバレージエリアが達成されるように、各ｅＮＢセルのためのサービングチ
ャネルを選択する。たとえば、チャネルステータス報告に基づいてフリーチャネルがあり
、ｅＮＢがフリーチャネルを利用していない場合、ＭＣＥは、ｅＭＢＭＳのためのカバレ
ージを最大にするためにフリーチャネルを再選択するようにｅＮＢに促し得る。
【００５４】
　[0074]図８は、第１の態様の第２の手法による、ｅＮＢセルのためのチャネル選択を示
す例示的な図８００である。図８によれば、第１のｅＮＢチャネル選択８０２は、第１の
ｅＮＢセルＣ１のために、周波数Ｆ１をもつチャネルが選択されることを示す。第２のｅ
ＮＢチャネル選択８０４は、第２のｅＮＢセルＣ２のために、周波数Ｆ２をもつチャネル
が選択されることを示す。第３のｅＮＢチャネル選択８０６および第４のｅＮＢチャネル
選択８０８は、第３のｅＮＢセルＣ３および第４のｅＮＢセルＣ４のために、周波数Ｆ３
をもつチャネルが選択されること示す。第３のｅＮＢセルＣ３および第４のｅＮＢセルＣ
４は、同じチャネルを利用するｅＭＢＭＳのための２つの連続するサイト（たとえば、２
つの近隣サイト）を表す。連続するｅＭＢＭＳサイトを用いて、第３のｅＮＢセルＣ３お
よび第４のｅＮＢセル４は、改善されたＳＦＮ利得と最大カバレージとを与え得る。第５
のｅＮＢチャネル選択８１０は、第５のｅＮＢセルＣ５のために、周波数Ｆ１をもつチャ
ネルが選択されることを示す。
【００５５】
　[0075]図９は、異なる周波数を利用する２つのグループ中のｅＮＢを示す例示的な図９
００である。無認可スペクトルを利用するｅＮＢは、改善されたＳＦＮ利得を達成するた
めに一緒にグループ化され得る。ｅＮＢ１　９０２と、ｅＮＢ２　９０４と、ｅＮＢ３　
９０６とを含むｅＮＢの第１のグループは周波数Ｆ１を利用し、ｅＮＢｘ９１２と、ｅＮ
Ｂｙ９１４と、ｅＮＢｚ９１６とを含むｅＮＢの第２のグループは周波数Ｆ２を利用する
。たとえば、ＭＣＥが、エリア中のｅＮＢのすべて（たとえば、ｅＮＢ１　９０２、ｅＮ
Ｂ２　９０４、ｅＮＢ３　９０６、ｅＮＢｘ９１２、ｅＮＢｙ９１４、およびｅＮＢｚ９
１６）に適応することができるフリーチャネルを見つけることができない場合、ＭＣＥは
、ｅＮＢの１つのグループ（たとえば、ｅＮＢ１　９０２、ｅＮＢ２　９０４、およびｅ
ＮＢ３　９０６）が、１つ周波数（たとえば、Ｆ１）に対応する１つのフリーチャネル上
でｅＭＢＭＳを送信することを決定し得、ｅＮＢの別のグループ（たとえば、ｅＮＢｘ９
１２、ｅＮＢｙ９１４、およびｅＮＢｚ９１６）が、別の周波数（たとえば、Ｆ２）に対
応する別のフリーチャネル上でｅＭＢＭＳを送信することを決定し得る。図９では、ｅＮ
Ｂ１　９０２、ｅＮＢ２　９０４、およびｅＮＢ３　９０６は、連続するセルとして互い
に近隣する周波数Ｆ１上の３つのそれぞれのセルにサービスを提供する。したがって、ｅ
ＮＢ１　９０２、ｅＮＢ２　９０４、およびｅＮＢ３　９０６は、周波数Ｆ１中に連続す
るセルを形成するために一緒にグループ化され、その結果、改善されたＳＦＮ利得と最大
カバレージとが生じる。ｅＮＢｘ９１２、ｅＮＢｙ９１４、およびｅＮＢｚ９１６は、連
続するセルとして互いに近隣する周波数Ｆ２上の３つのそれぞれのセルにサービスを提供
する。したがって、ｅＮＢｘ９１２、ｅＮＢｙ９１４、およびｅＮＢｚ９１６は、周波数
Ｆ１中に連続するセルを形成するために一緒にグループ化され、その結果、改善されたＳ
ＦＮ利得と最大カバレージとが与えられ得る。ｅＮＢ２　９０４が（たとえば、Ｗｉ－Ｆ
ｉ干渉により）Ｆ１上で送信することができない場合、ＭＣＥは、ｅＮＢ２　９０４にｅ
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ＭＢＭＳサブフレームをミュートさせ（mute）得る。ミューティング期間中（たとえば、
ｅＭＢＭＳサブフレームがミュートされた間）、ｅＮＢ２　９０４はｅＭＢＭＳパケット
をドロップすることになるが、ｅＮＢ１　９０２およびｅＮＢ３　９０６は、依然として
、ｅＭＢＭＳパケットを送ることになる。したがって、ＵＥは、ｅＮＢ２　９０４がミュ
ートされたときでも、ｅＮＢ１　９０２およびｅＮＢ３　９０６を介して所望のＳＦＮ利
得を維持し得る。上記で説明したように、ｅＮＢのグループ化は、ｅＮＢによって利用さ
れる周波数に基づき得る。ｅＮＢ９０２、９０４、および９０６のグループ化ならびにｅ
ＮＢ９１２、９１４、および９１６のグループ化は、ｅＮＢ９０２、９０４、９０６、９
１２、９１４、および９１６のそれぞれの地理的ロケーション（たとえば、ｅＮＢトポロ
ジー）にさらに基づき得る。
【００５６】
　[0076]第１の態様の第３の手法は、Ｗｉ－Ｆｉ　ＱｏＳ問題に対処する。無認可スペク
トルを利用するｅＮＢが、Ｗｉ－ｆｉサービスへの望ましくない影響を有することがある
。無認可スペクトルを利用するｅＮＢは、Ｗｉ－ｆｉサービスとは無関係に動作するので
、無認可スペクトルを利用するｅＮＢとＷｉ－ｆｉサービスとは、同時に同じチャネルを
共有しない。したがって、たとえば、Ｗｉ－ｆｉ局が、無認可スペクトルを利用するｅＮ
Ｂからの強いｅＭＢＭＳ信号を有するチャネルにおいて、Ｗｉ－ｆｉサービスを提供する
のを控えることがある。その結果、無認可スペクトルを利用するｅＮＢは、同じチャネル
中のＷｉ－ＦｉサービスのＱｏＳへの望ましくない影響を有するほど十分に長く、１つの
チャネル中にとどまることがある。
【００５７】
　[0077]第３の手法によれば、ＭＣＥは、各ｅＮＢが、長期間にわたって１つチャネル中
にとどまる代わりに、フリーチャネルの間で周期的にホッピングすることを可能にするた
めに、マルチチャネル特徴を利用し得る。無認可スペクトルを利用するｅＮＢは、それぞ
れのチャネルがフリーであるのかビジーであるのかを示すために、それらのそれぞれのチ
ャネルステータス報告をＭＣＥに送る。ｅＮＢからのチャネルステータス報告に基づいて
、ＭＣＥは、ｅＭＢＭＳのためのチャネルを選択する。ＭＣＥは、Ｗｉ－ｆｉサービスに
よって重負荷されたチャネルを選択するのを控え、Ｗｉ－ｆｉサービスがないかまたはＷ
ｉ－ｆｉサービスの低い負荷を有するチャネルを選択する。無認可スペクトルを利用する
各ｅＮＢのために、ＭＣＥは、ｅＭＢＭＳのためにフリーチャネルまたは低負荷チャネル
を周期的に再選択し、ｅＮＢに、チャネルを再選択されたチャネルに変更させる。各ｅＮ
Ｂサイトのために、ＭＣＥは、各ｅＮＢにフリーチャネルおよび／または低負荷チャネル
の間のｅＭＢＭＳサービスホッピングを実行させるために、あらかじめ定義されたパター
ン、ラウンドロビンパターンまたはランダムなパターンでフリーチャネルを周期的に再選
択する。たとえば、３つのフリーチャネルがある場合、ＭＣＥは、ｅＮＢが、１つのフリ
ーチャネルにとどまる代わりに、周期的に３つのフリーチャネルの間でホッピングするよ
うに、３つのフリーチャネルの間でチャネルを周期的に再選択し得る。チャネルを周期的
に再選択することによって、ｅＮＢが長期間にわたって同じチャネル中にとどまることに
よるＷｉ－ｆｉサービスのＱｏＳへの望ましくない影響は、低減または除去され得る。
【００５８】
　[0078]図１０は、ＭＣＥにおいて実行される第１の態様の第３の手法を示す例示的なフ
ローチャート１０００である。１００２において、ＭＣＥは、各ｅＮＢからチャネルステ
ータス報告を受信し、Ｗｉ－ｆｉビーコンＲＳＳＩ報告をさらに受信する。チャネルステ
ータス報告は、対応するチャネルがフリーであるのかビジーであるのか低負荷であるのか
に関する情報を含む。Ｗｉ－ｆｉビーコンＲＳＳＩ報告は、Ｗｉ－ｆｉサービスのＲＳＳ
Ｉに関する情報を含む。１００４において、各ｅＮＢについて、ＭＣＥは、チャネルステ
ータス報告とＷｉ－ｆｉビーコンＲＳＳＩ報告とに基づいて、各ｅＮＢによって利用され
るチャネルにおけるＷｉ－ｆｉビーコンのＲＳＳＩ（Ｂ＿ＲＳＳＩ）がしきい値Ｔを超え
るどうかを決定する。現在のチャネルに関するＷｉ－ｆｉビーコンＲＳＳＩがしきい値Ｔ
以下である場合、ＭＣＥは、１００６において、ｅＭＢＭＳカバレージエリアを最大にす
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るために、各ｅＮＢのために現在のチャネルあるいは別のフリーまたは低負荷チャネルを
選択する。Ｗｉ－ｆｉビーコンＲＳＳＩがしきい値Ｔを超える場合、ＭＣＥは、１００８
において、Ｗｉ－ｆｉビーコン高ＲＳＳＩをもつ現在のチャネルからフリーチャネルに切
り替えるように、Ｗｉ－ｆｉビーコン高ＲＳＳＩを有する現在のチャネルをもつ（１つま
たは複数の）ｅＮＢに促し、次いで、１００６において、ｅＭＢＭＳカバレージエリアを
最大にするために、各ｅＮＢのために新しいフリーチャネル（または新しい低負荷チャネ
ル）を選択する。１００６において各ｅＮＢのためにチャネルを選択した後に、ＭＣＥは
、１０１０において、チャネル変更指示を、無認可スペクトルを利用するｅＮＢに送る。
１０１２において、ＭＣＥは、各ｅＮＢがフリーチャネルの間でｅＭＢＭＳサービスホッ
ピングを実行することを可能にするために、周期的にチャネル選択を実行する。周期的チ
ャネル選択を実行した後に、ＭＣＥは１００４に戻り得る。
【００５９】
　[0079]図１１は、無認可スペクトルを利用するｅＮＢにおいて実行される第１の態様の
第３の手法を示す例示的なフローチャート１１００である。１１０２において、ｅＮＢは
、ｅＮＢによって利用されるチャネルを周期的に走査する。１１０４において、ｅＮＢは
、チャネルの周期的走査に基づいてチャネルステータスが変わったかどうかを決定する。
チャネルステータスに変化がある場合、ｅＮＢは、１１０６において、フリーチャネルま
たはＲＳＳＩステータスをＭＣＥに報告する。フリーチャネルまたはＲＳＳＩステータス
をＭＣＥに報告した後に、ｅＮＢは１１０２に戻り得る。ｅＮＢが、１１０４において、
チャネルステータスに変化がないと決定した場合、ＭＣＥは１１０２に戻る。
【００６０】
　[0080]第２の態様は、無認可スペクトルを利用するｅＮＢサービスとＷｉ－ｆｉサービ
スとの共存を可能にし、最大カバレージを維持するために、無競合ＴＤＭモードを利用す
る。ＴＤＭモードは、無競合期間と競合期間とを周期的に提供し得る。無認可スペクトル
を利用するｅＮＢサービスとＷｉ－ｆｉサービスとは、データを通信するための時間期間
の間、競合し得る。第２の態様の第１の手法によれば、ＭＣＥは、無競合期間中に遅延敏
感（delay-sensitive）データを送り、競合期間中に遅延敏感でないデータを送るように
、無認可スペクトルを利用するｅＮＢに促し得る。したがって、ＭＣＥが、ｅＭＢＭＳデ
ータが遅延敏感であると決定した場合、ＭＣＥは、遅延ＱｏＳ要件を満たすために周期的
無競合期間中に遅延敏感ｅＭＢＭＳデータを送るようにｅＮＢに促す。一方、ＭＣＥは、
周期的競合期間中に非遅延敏感（non-delay-sensitive）ｅＭＢＭＳデータおよびＷｉ－
Ｆｉデータを送るようにｅＮＢに促す。
【００６１】
　[0081]図１２は、第２の態様の第１の手法による、無競合期間と競合期間とを含むＴＤ
Ｍ期間の例示的な時間図１２００である。例示的な時間図１２００は、周波数Ｆ１に対応
するチャネルに関する２つのＴＤＭ期間を示し、ここで、２つのＴＤＭ期間は、ＴＤＭ期
間１　１２０２とＴＤＭ期間２　１２０４とを含む。示された２つのＴＤＭ期間の前およ
び／またはそれの後に、より多くのＴＤＭ期間があり得ることに留意されたい。ＴＤＭ期
間１　１２０２は、無競合期間１２０６と競合期間１２０８とを含む。無競合期間１２０
６中に、ＭＣＥは、ビーコン信号１２１０と遅延敏感であるｅＭＢＭＳデータ１２１２と
を送るように、無認可スペクトルを利用するｅＮＢに促す。競合期間１２０８中に、ＭＣ
Ｅは、遅延敏感でないｅＭＢＭＳデータおよび／またはＷｉ－ｆｉデータを送るように、
無認可スペクトルを利用するｅＮＢに促す。ＴＤＭ期間２　１２０４は、無競合期間１２
１４と競合期間１２１６とを含む。ＴＤＭ期間は、ＴＤＭ繰り返し間隔に基づいて経時的
に繰り返され得ることに留意されたい。たとえば、各ＴＤＭ期間は、ＴＤＭ繰り返し間隔
１２２２によって示されるように繰り返され得る。したがって、ＴＤＭ期間２　１２０４
はＴＤＭ期間１　１２０２の繰り返しであり得、したがって、ＴＤＭ期間２の無競合期間
１２１４および競合期間１２１６は、それぞれ、ＴＤＭ期間１　１２０２の無競合期間１
２０６および競合期間１２０８と同じまたは同様であり得る。したがって、無競合期間１
２１４中に、ＭＣＥは、ビーコン信号１２１８と遅延敏感であるｅＭＢＭＳデータ１２２
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０とを送るように、無認可スペクトルを利用するｅＮＢに促す。競合期間１２１６中に、
ＭＣＥは、遅延敏感でないｅＭＢＭＳデータおよび／またはＷｉ－ｆｉデータを送るよう
に、無認可スペクトルを利用するｅＮＢに促す。
【００６２】
　[0082]別の態様では、無認可スペクトルを利用するすべてのｅＮＢは、最大ＳＦＮ利得
を達成するために、同じチャネルにおいて同じＴＤＭパターンで同期され得る。図１３に
、第２の態様の第１の手法による、２つのｅＮＢサイトのＴＤＭ期間の例示的な時間図１
３００を示す。第１のｅＮＢサイトＳ１に関するＴＤＭ期間の第１の時間図１３１０は、
ＴＤＭ期間１　１３１２とＴＤＭ期間２　１３１４とを示す。ＴＤＭ期間１　１３１２は
、ビーコン信号１３１８および遅延敏感ｅＭＢＭＳ１３２０がその間に送信される無競合
期間１３１６と、非遅延敏感ｅＭＢＭＳデータおよびＷｉ－ｆｉデータがその間に送信さ
れ得る競合期間１３２２とを含む。ＴＤＭ期間２　１３１４は、ビーコン信号１３２６お
よび遅延敏感ｅＭＢＭＳ１３２８がその間に送信される無競合期間１３２４と、非遅延敏
感ｅＭＢＭＳデータおよびＷｉ－ｆｉデータがその間に送信され得る競合期間１３３０と
を含む。各ＴＤＭ期間は、ＴＤＭ繰り返し間隔１３３２によって示されるように繰り返さ
れ得るので、ＴＤＭ期間２　１３１４は、ＴＤＭ期間１　１３１２の繰り返しであり得る
。第２のｅＮＢサイトＳ２に関するＴＤＭ期間の第２の時間図１３５０は、ＴＤＭ期間１
　１３５２とＴＤＭ期間２　１３５４とを示す。ＴＤＭ期間１　１３５２は、ビーコン信
号１３５８および遅延敏感ｅＭＢＭＳ１３６０がその間に送信される無競合期間１３５６
と、非遅延敏感ｅＭＢＭＳデータおよびＷｉ－ｆｉデータがその間に送信され得る競合期
間１３６２とを含む。ＴＤＭ期間２　１３５４は、ビーコン信号１３６６および遅延敏感
ｅＭＢＭＳ１３６８がその間に送信される無競合期間１３６４と、非遅延敏感ｅＭＢＭＳ
データおよびＷｉ－ｆｉデータがその間に送信され得る競合期間１３７０とを含む。各Ｔ
ＤＭ期間は、ＴＤＭ繰り返し間隔１３７２によって示されるように繰り返され得るので、
ＴＤＭ期間２　１３５４は、ＴＤＭ期間１　１３５２の繰り返しであり得る。
【００６３】
　[0083]図１３に示されているように、第１のｅＮＢサイトＳ１のＴＤＭ期間と第２のｅ
ＮＢサイトＳ２のＴＤＭ期間とは、最大ＳＦＮ利得を達成するために同期され得る。たと
えば、第１のサイトのＴＤＭ期間１　１３１２の無競合期間１３１６および競合期間１３
２２は、それぞれ、第２のサイトのＴＤＭ期間１　１３５２の無競合期間１３５６および
競合期間１３６２と同期され、第１のサイトのＴＤＭ期間２　１３１４の無競合期間１３
２４および競合期間１３３０は、それぞれ、第２のサイトのＴＤＭ期間２　１３５４の無
競合期間１３６４および競合期間１３７０と同期される。
【００６４】
　[0084]別の態様では、複数のチャネルは、複数のチャネルの間でＴＤＭ期間内の無競合
期間および競合期間を同期させるために、図１３と同様の手法を採用することができる。
複数のチャネルを同期させることは、複数のチャネルを利用する複数のサービスプロバイ
ダが、時間同期した方法でｅＭＢＭＳサービスを提供することを可能にする。
【００６５】
　[0085]別の態様では、現在のチャネルの競合期間中のＷｉ－ｆｉ負荷が望ましくなく高
い場合、ＭＣＥは、現在のＴＤＭチャネルをより低いＷｉ－ｆｉ負荷を有する別のチャネ
ルに切り替えるようにｅＮＢに促し得る。同期ＴＤＭモードは、新しいチャネル中で維持
され得る。すなわち、新しいチャネルの競合期間および／または無競合期間は、前のチャ
ネルの競合期間および／または無競合期間と同期される。図１４に、第２の態様の第１の
手法による、ＴＤＭチャネルを切り替えるための例示的な時間図１４００を示す。第１の
図１４１０は、周波数Ｆ１をもつチャネルにおける、ｅＮＢに関するＴＤＭ時間図を示す
。ＴＤＭ期間１　１４１２は、ビーコン信号１４１６および遅延敏感ｅＭＢＭＳ１４１８
がその間に送信される無競合期間１４１４と、非遅延敏感ｅＭＢＭＳデータおよびＷｉ－
ｆｉデータがその間に送信され得る競合期間１４２０とを含む。競合期間１４２０中のＷ
ｉ－Ｆｉ負荷がしきい値を超える場合、ＭＣＥは、Ｗｉ－Ｆｉ負荷が高過ぎると決定し、



(21) JP 6453341 B2 2019.1.16

10

20

30

40

50

したがって、たとえば、周波数Ｆ２をもつチャネルなど、フリーであるかまたは低い負荷
を有する（たとえば、しきい値を下回る）別のチャネルに切り替える１４２２ようにｅＮ
Ｂに促す。第２の図１４５０は、周波数Ｆ１をもつチャネルから周波数Ｆ２をもつチャネ
ルに切り替えられた後の、周波数Ｆ２をもつチャネルにおけるｅＮＢに関するＴＤＭ時間
図を示す。ＭＣＥが、競合期間１４２０中に、周波数Ｆ１をもつチャネルから周波数Ｆ２
をもつチャネルに切り替える１４２２ようにｅＮＢに促すとき、周波数Ｆ２をもつチャネ
ルの競合期間１４５２は、周波数Ｆ１をもつチャネルのための競合期間１４２０と同期さ
れ得る。さらに、周波数Ｆ２をもつチャネルのための無競合期間１４５６の開始時間１４
５４は、周波数Ｆ１をもつチャネルのための競合期間１４２０の終了時間１４２４と同期
され得る。ｅＮＢは、競合期間１４５２の後に続く無競合期間１４５６中に、ビーコン信
号１４５８とｅＭＢＭＳデータ１４６０とを送信し得ることに留意されたい。
【００６６】
　[0086]別の態様では、ＴＤＭモード無競合期間は、より高いチャネルアクセス優先度を
有し得る。Ｗｉ－ｆｉ動作よりも前にＴＤＭ期間を開始することによって、ＴＤＭ動作が
達成され得る。Ｗｉ－ｆｉでは、Ｗｉ－ｆｉデータ送信の終了時に肯定応答ＡＣＫが送信
される。ＡＣＫ後、データが次の期間の間どのように送信されることになるかを決定する
ために、待機期間が与えられる。ＡＣＫ後の待機期間が短いほど、チャネルアクセス優先
度は高くなる。ＴＤＭ動作を実行するために、ＴＤＭ期間は、一般的なＷｉ－Ｆｉ動作の
ための待機期間よりも短い待機期間に対応する（したがってより高いチャネルアクセス優
先度を有する）動作を選択することによって、Ｗｉ－Ｆｉ動作よりも前に開始され得る。
図１５は、Ｗｉ－ｆｉデータ送信の終了時の肯定応答後の様々な動作に対応する待機期間
を示す例示的な時間図１５００である。図１５中に示した例では、Ｗｉ－ｆｉ送信の終了
時の肯定応答ＡＣＫ後に５つの待機期間がある。第１の待機期間１５０２はショートフレ
ーム間スペース（ＳＩＦＳ：short interframe space）と一致する。第１の待機期間１５
０２後に、制御フレームまたは次のフラグメントが送られ得る。第２の待機期間１５０４
はポイント協調機能フレーム間スペース（ＰＩＦＳ：point coordination function inte
rframe space）と一致する。第２の待機期間後にＰＣＦフレームが送られ得る。第３の待
機期間１５０６は分散協調機能フレーム間スペース（ＤＩＦＳ：distributed coordinati
on function interframe space）と一致する。第３の待機期間１５０６後に分散協調機能
（ＤＣＦ）フレームが送られ得る。第４の待機期間１５０８は拡張フレーム間スペース（
ＥＩＦＳ：extended interframe space）と一致する。第４の待機期間１５０８後のフレ
ーム復元は望ましくないことがある。Ｗｉ－ｆｉサービスが概して、ＤＩＦＳとして定義
される待機期間を有するので、ＭＣＥは、ＤＩＦＳよりも高い優先度をもつフレーム間ス
ペースを選択し、ＴＤＭを利用するために、ＰＩＦＳと一致する待機期間よりも短いかま
たはそれに等しい待機期間を選択し得る。
【００６７】
　[0087]第２の態様の第２の手法によれば、無認可スペクトルを利用するｅＮＢサービス
とＷｉ－ｆｉサービスとが、ＤＣＦ動作モードとＰＣＦ動作モードとを使用して共存し得
る。Ｗｉ－Ｆｉサービスを提供するためにＰＣＦ動作モードを使用する他のＷｉ－Ｆｉ局
が存在し得るが、Ｗｉ－ｆｉ局は、概して、Ｗｉ－Ｆｉサービスを提供するためにＤＣＦ
動作モードを使用する。ｅＭＢＭＳ送信は、概して、ＰＣＦモードに好適であるが、ＤＣ
Ｆモードに好適でないことがある。ＴＤＭ動作は、ＰＣＦ動作とＤＣＦ動作とを使用する
ｅＭＢＭＳ送信について実現され得る。すなわち、ＰＣＦ動作とＤＣＦ動作とは、ＴＤＭ
動作を与えるために採用され得る。ＴＤＭ無競合期間に対応するＰＣＦ動作期間中に遅延
敏感ｅＭＢＭＳデータならびにユニキャストデータが送信される。ＴＤＭ競合期間に対応
するＤＣＦ動作期間中にＷｉ－ｆｉデータなどの非遅延敏感データが送信される。ＰＣＦ
対応Ｗｉ－ｆｉ局によって使用されるビーコンが、現在のチャネルにおいて頻繁に検出さ
れた場合、ｅＮＢはフリーチャネルを再選択し、フリーチャネル上でｅＭＢＭＳパケット
を送信することに留意されたい。
【００６８】
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　[0088]図１６は、第２の態様の第２の手法による、ＰＣＦ動作とＤＣＦ動作とを示す例
示的な時間図１６００である。例示的な時間図１６００は、周波数Ｆ１に対応するチャネ
ルに関する２つの動作期間を示し、ここで、２つの動作期間は、動作期間１　１６０２と
動作期間２　１６０４とを含む。示された２つの動作期間の前および／またはそれの後に
、より多くの動作期間があり得ることに留意されたい。動作期間１　１６０２は、ＰＣＦ
動作期間１６０６（たとえば、無競合期間）と、ＤＣＦ動作期間１６０８（たとえば、競
合期間）とを含む。ＰＣＦ動作期間１６０６中に、ＭＣＥは、ビーコン信号１６１０と遅
延敏感であるｅＭＢＭＳ１６１２とを送るように、無認可スペクトルを利用するｅＮＢに
促す。ＤＣＦ動作期間１６０８中に、ＭＣＥは、遅延敏感でないｅＭＢＭＳデータおよび
／またはＷｉ－ｆｉデータを送るように、無認可スペクトルを利用するｅＮＢに促す。動
作期間２　１６０４は、ＰＣＦ動作期間１６１４とＤＣＦ動作期間１６１６とを含む。動
作期間は、動作繰り返し間隔に基づいて経時的に繰り返され得ることに留意されたい。た
とえば、各動作期間は、動作繰り返し間隔１６２２によって示されるように繰り返され得
る。したがって、動作期間２　１６０４は動作期間１　１６０２の繰り返しであり得、し
たがって、動作期間２のＰＣＦ動作期間１６１４およびＤＣＦ動作期間１６１６は、それ
ぞれ、動作期間１　１６０２のＰＣＦ動作期間１６０６およびＤＣＦ動作期間１６０８と
同じまたは同様であり得る。したがって、ＰＣＦ動作期間１６１４中に、ＭＣＥは、遅延
敏感であるビーコン信号１６１８およびｅＭＢＭＳ１６２０を送るように、無認可スペク
トルを利用するｅＮＢに促す。ＤＣＦ動作期間１６１６中に、ＭＣＥは、遅延敏感でない
ｅＭＢＭＳデータおよび／またはＷｉ－ｆｉデータを送るように、無認可スペクトルを利
用するｅＮＢに促す。
【００６９】
　[0089]図１７は、本開示の一態様による、ワイヤレス通信の方法のフローチャート１７
００である。本方法はＭＣＥによって実行され得る。１７０２において、ＭＣＥは、それ
ぞれのｅＮＢから複数のチャネルステータス報告を受信する。一態様では、各チャネルス
テータス報告は、競合ベース無線周波数帯域中の複数のチャネルのうちの１つに関する各
ｅＮＢに関連するチャネル情報を含む。上記で説明したように、ＭＣＥは、ｅＮＢとのチ
ャネルがフリーまたはビジーであるかどうかに関する情報を含むチャネルステータス報告
を各ｅＮＢから受信する。一態様では、各チャネルステータス報告は、各ｅＮＢのチャネ
ルにＷＬＡＮ送信がないかどうかを示す情報を含み得る。そのような態様では、チャネル
のＷＬＡＮ信号強度が第１のしきい値以下である場合、各ｅＮＢのチャネルにＷＬＡＮ送
信がない。上記で説明したように、チャネルステータス報告は、チャネル中のＷｉ－Ｆｉ
サービスの信号強度が第１のしきい値を超える場合、チャネルがビジーであり、チャネル
中のＷｉ－Ｆｉサービスの信号強度が第１のしきい値以下である場合、チャネルがフリー
であることを示し得る。１７０４において、ＭＣＥは、複数のチャネルステータス報告に
基づいて複数のチャネルの中からｅＮＢのためのチャネルを選択する。一態様では、選択
されたチャネルは、ｅＭＢＭＳのために使用されるために利用可能である。１７０６にお
いて、ＭＣＥは、選択されたチャネルを使用してｅＭＢＭＳを提供するようにｅＮＢに促
す。上記で説明したように、無認可スペクトルを利用する複数のｅＮＢからのチャネルス
テータス報告に基づいて、ＭＣＥは、最大可能な連続的カバレージを与えるために複数の
ｅＮＢの各々のためにフリーチャネルを選択し、次いで、対応するフリーチャネルに切り
替えるようにｅＮＢの各々に指示する。
【００７０】
　[0090]１７０８において、ＭＣＥは、選択されたチャネルと一致するためにＵＥのｅＭ
ＢＭＳチャネルを再選択するようにＰＣＣを介してＵＥに促す。上記で説明したように、
ＭＣＥが、各ｅＮＢのためにチャネル（たとえば、フリーチャネルまたは低負荷チャネル
）を選択した後、ＭＣＥは、ＭＣＥによって選択されたチャネルと一致するためにＵＥの
ｅＭＢＭＳチャネルを再選択するようにＰＣＣを介してＵＥに指示する。たとえば、ＭＣ
ＥがｅＭＢＭＳチャネルを選択するたびに、ＭＣＥは、選択されたｅＭＢＭＳチャネルへ
ＵＥのチャネルを再選択するように、ＰＣＣを介してＵＥに指示し得る。



(23) JP 6453341 B2 2019.1.16

10

20

30

40

50

【００７１】
　[0091]１７１０において、ＭＣＥは、ランダムなパターンまたはあらかじめ定義された
パターンのうちの少なくとも１つに従ってｅＭＢＭＳを受信するために、複数のチャネル
の中から各ｅＮＢのためにチャネルを周期的に再選択する。１７１２において、ＭＣＥは
、再選択されたチャネルを使用してｅＭＢＭＳを提供するようにｅＮＢに促す。一態様で
は、再選択されたチャネルはフリーチャネルまたは低負荷チャネルである。上記で説明し
たように、無認可スペクトルを利用する各ｅＮＢのために、ＭＣＥは、ｅＭＢＭＳのため
にフリーチャネルまたは低負荷チャネルを周期的に再選択し、チャネルを再選択されたチ
ャネルに変更するようにｅＮＢに促し得る。
【００７２】
　[0092]別の態様では、１７０４においてチャネルを選択することは、複数のチャネルス
テータス報告に基づいて、ＷＬＡＮ送信がないフリーチャネルを選択することと、複数の
チャネルステータス報告によりそれぞれのｅＮＢのいずれもフリーチャネルを有しない場
合、第２のしきい値未満のＷＬＡＮ信号強度を有する低負荷チャネルを選択することとを
さらに含み得る。そのような態様では、ＭＣＥは、さらに、それぞれのｅＮＢのいずれも
フリーチャネルも低負荷チャネルも有しない場合、マクロｅＭＢＭＳチャネルまたはユニ
キャストチャネルのうちの少なくとも１つを介してｅＭＢＭＳを受信するようにＵＥに促
し得る。上記で説明したように、ＭＣＥが、フリーチャネルが利用可能でないと決定した
場合、ＭＣＥは、低負荷チャネルに切り替えるように各ｅＮＢに指示し、ここで、最小の
Ｗｉ－ｆｉビーコンＲＳＳＩまたは最小のＷｉ－Ｆｉ応答ＲＳＳＩが第２のしきい値未満
である場合、チャネルは低負荷チャネルである。上記で説明したように、フリーチャネル
も低負荷チャネルも存在しない場合、ＭＣＥは、認可スペクトルを利用するｅＮＢを介し
て、またはユニキャストチャネルを介してｅＭＢＭＳデータを受信するようにＵＥに指示
し得る。
【００７３】
　[0093]一態様では、ｅＮＢのためのチャネルは、ｅＭＢＭＳのためにＳＦＮ利得を最大
にするために選択され得る。そのような態様では、ＳＦＮ利得は、ｅＭＢＭＳのために使
用されるチャネルの数を最小限に抑えることまたは同じチャネルを使用する連続するｅＭ
ＢＭＳサイトの数を最大にすることのうちの少なくとも１つによって、ｅＭＢＭＳのため
に最大にされる。そのような態様では、ＭＣＥは、複数のチャネルのうちの２つまたはそ
れ以上を介してｅＭＢＭＳを受信するために複数のチャネルのうちの２つまたはそれ以上
を選択し得る。そのような態様では、ＵＥが、複数のチャネルのうちの２つまたはそれ以
上と一致するＵＥの２つまたはそれ以上のｅＭＢＭＳチャネルからのデータを結合するこ
とによってｅＭＢＭＳを受信するように構成される。上記で説明したように、ＭＣＥは、
ＳＦＮ利得を最大にするために、ｅＭＢＭＳのために使用されるチャネルの総数が最小限
に抑えられ、各チャネルにおける連続するｅＭＢＭＳサイトの数が最大にされるように、
各ｅＮＢサイトのためのチャネルを選択するように構成され得る。上記で説明したように
、単一のｅＮＢのために複数のチャネルが使用され得る場合、ＭＣＥは、カバレージを最
大にするために、複数のチャネルからの信号（たとえば、ｅＭＢＭＳ信号）を結合するた
めにキャリアアグリゲーションを実行するようにＵＥに指示し得る。
【００７４】
　[0094]図１８は、本開示の一態様による、ワイヤレス通信の方法のフローチャート１８
００である。本方法はＭＣＥによって実行され得る。１８０２において、ＭＣＥは、ｅＭ
ＢＭＳを使用して通信されるべきコンテンツが遅延ＱｏＳ要件を含むかどうかを決定する
。一態様では、ｅＭＢＭＳは、競合ベース無線周波数帯域中のチャネル内で通信される。
１８０４において、ＭＣＥは、コンテンツが遅延ＱｏＳ要件を含むと決定すると、チャネ
ルのフレームの無競合部分中にコンテンツを通信するようにｅＮＢに促す。一態様では、
チャネルは、フレームがフレームの無競合部分と競合部分とを含むＴＤＭ方式に基づいて
編成される（organized）。１８０６において、ＭＣＥは、コンテンツが遅延ＱｏＳ要件
を含まないと決定すると、フレームの競合部分中にコンテンツを通信するようにｅＮＢに
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促す。上記で説明したように、ＭＣＥが、ｅＭＢＭＳデータが遅延敏感であると決定した
場合、ＭＣＥは、遅延ＱｏＳ要件を満たすために周期的無競合期間中で遅延敏感ｅＭＢＭ
Ｓデータを送るようにｅＮＢに促す。上記で説明したように、ＭＣＥは、周期的競合期間
中に非遅延敏感ｅＭＢＭＳデータおよびＷｉ－Ｆｉデータを送るようにｅＮＢに促す。
【００７５】
　[0095]１８０８において、ＭＣＥは、チャネルのための競合期間中のＷＬＡＮ負荷がし
きい値を超える場合、チャネルから第２のチャネルに切り替えるようにｅＮＢに促し、第
２のチャネルは、チャネルよりも低いＷＬＡＮ負荷を有する。再び図１４を参照すると、
競合期間１４２０中のＷｉ－Ｆｉ負荷がしきい値を超える場合、ＭＣＥは、Ｗｉ－Ｆｉ負
荷が高過ぎると決定し、したがって、周波数Ｆ２をもつチャネルなど、フリーであるかま
たは低い負荷を有する（たとえば、しきい値を下回る）別のチャネルに切り替える１４２
２ようにｅＮＢに促す。
【００７６】
　[0096]一態様では、ｅＮＢと他のｅＮＢとは、同じチャネルにおいて同じＴＤＭパター
ンで同期される。再び図１３を参照すると、第１のｅＮＢサイトＳ１のＴＤＭ期間と第２
のｅＮＢサイトＳ２のＴＤＭ期間とは、最大ＳＦＮ利得を達成するために同期され得る。
【００７７】
　[0097]別の態様では、チャネルのフレームの無競合部分が、フレームのポイント協調機
能（ＰＣＦ）無競合部分であり、チャネルのフレームの競合部分が、フレームの分散協調
機能（ＤＣＦ）無競合部分である。上記で説明したように、ＴＤＭ無競合期間に対応する
ＰＣＦ動作期間中に遅延敏感ｅＭＢＭＳデータならびにユニキャストデータが送信され、
ＴＤＭ競合期間に対応するＤＣＦ動作期間中にＷｉ－ｆｉデータなどの非遅延敏感データ
が送信される。
【００７８】
　[0098]図１９は、例示的な装置１９０２中の異なるモジュール／手段／構成要素間のデ
ータフローを示す概念データフロー図１９００である。本装置はＭＣＥであり得る。本装
置は、受信モジュール１９０４と、チャネル管理モジュール１９０６と、ｅＮＢ管理モジ
ュール１９０８と、ＵＥ管理モジュール１９１０と、データ管理モジュール１９１２と、
送信モジュール１９１４とを含む。
【００７９】
　[0099]第１の態様によれば、チャネル管理モジュール１９０６は、１９５２において、
それぞれのｅＮＢ１９５０からの複数のチャネルステータス報告を（受信モジュール１９
０４を介して）受信する。一態様では、各チャネルステータス報告は、競合ベース無線周
波数帯域中の複数のチャネルのうちの１つに関する各ｅＮＢ１９５０に関連するチャネル
情報を含む。チャネル管理モジュール１９０６は、複数のチャネルステータス報告に基づ
いて複数のチャネルの中からｅＮＢ１９５０のためのチャネルを選択する。一態様では、
選択されたチャネルは、ｅＭＢＭＳのために使用されるために利用可能である。ｅＮＢ管
理モジュール１９０８は、１９５４において、選択されたチャネルを受信し、１９５６に
おいて、選択されたチャネルを使用してｅＭＢＭＳを提供するように（送信モジュール１
９１４を介して）ｅＮＢ１９５０に促す。
【００８０】
　[00100]別の態様では、各チャネルステータス報告は、各ｅＮＢのチャネルにＷＬＡＮ
送信がないかどうかを示す情報を含む。そのような態様では、チャネルのＷＬＡＮ信号強
度が第１のしきい値以下である場合、各ｅＮＢのチャネルにＷＬＡＮ送信がない。別の態
様では、チャネルを選択するとき、チャネル管理モジュール１９０６は、複数のチャネル
ステータス報告に基づいて、ＷＬＡＮ送信がないフリーチャネルを選択し得、複数のチャ
ネルステータス報告によりそれぞれのｅＮＢのいずれもフリーチャネルを有しない場合、
第２のしきい値未満のＷＬＡＮ信号強度を有する低負荷チャネルを選択し得る。そのよう
な態様では、ｅＮＢ管理モジュール１９０８は、１９５６において、それぞれのｅＮＢ１
９５０のいずれもフリーチャネルも低負荷チャネルも有しない場合、マクロｅＭＢＭＳチ
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ャネルまたはユニキャストチャネルのうちの少なくとも１つを介してｅＭＢＭＳを受信す
るように（送信モジュール１９１４を介して）ＵＥ１９９０に促し得る。
【００８１】
　[00101]別の態様では、ＵＥ管理モジュール１９１０は、１９６０において、選択され
たチャネルと一致するためにＵＥ１９９０のｅＭＢＭＳチャネルを再選択するようにＰＣ
Ｃを介して（送信モジュール１９１４を介して）ＵＥ１９９０に促し得、ここで、ＵＥ管
理モジュール１９１０は、１９５８において、チャネル管理モジュール１９０６から選択
されたチャネルを受信する。別の態様では、ｅＮＢ１９５０のためのチャネルは、ｅＭＢ
ＭＳのためにＳＦＮ利得を最大にするために選択される。そのような態様では、ＳＦＮ利
得は、ｅＭＢＭＳのために使用されるチャネルの数を最小限に抑えることまたは同じチャ
ネルを使用する連続するｅＭＢＭＳサイトの数を最大にすることのうちの少なくとも１つ
によって、ｅＭＢＭＳのために最大にされる。そのような態様では、チャネル管理モジュ
ール１９０６は、複数のチャネルのうちの２つまたはそれ以上を介してｅＭＢＭＳを受信
するために複数のチャネルのうちの２つまたはそれ以上を選択し得る。一態様では、ＵＥ
１９９０は、複数のチャネルのうちの２つまたはそれ以上と一致するＵＥ１９９０の２つ
またはそれ以上のｅＭＢＭＳチャネルからのデータを結合することによってｅＭＢＭＳを
受信するように構成される。別の態様では、チャネル管理モジュール１９０６は、ランダ
ムなパターンまたはあらかじめ定義されたパターンのうちの少なくとも１つに従ってｅＭ
ＢＭＳを受信するために、複数のチャネルの中から各ｅＮＢ１９５０のためのチャネルを
周期的に再選択し得、ｅＮＢ管理モジュール１９０８は、１９５６において、再選択され
たチャネルを使用してｅＭＢＭＳを提供するように（送信モジュール１９１４を介して）
ｅＮＢ１９５０に促し得る。一態様では、再選択されたチャネルはフリーチャネルまたは
低負荷チャネルである。
【００８２】
　[00102]第２の態様によれば、データ管理モジュール１９０６は、ｅＭＢＭＳを使用し
て通信されるべきコンテンツが遅延ＱｏＳ要件を含むかどうかを決定する。一態様では、
ｅＭＢＭＳは、競合ベース無線周波数帯域中のチャネル内で通信される。データ管理モジ
ュール１９０６は、１９６２において、コンテンツに関する情報を、受信モジュール１９
０４を介して受信し得る。データ管理モジュール１９１２が、１９６４において、コンテ
ンツが遅延ＱｏＳ要件を含むと決定すると、ｅＮＢ管理モジュール１９０８は、１９５６
において、チャネルのフレームの無競合部分中にコンテンツを通信するようにｅＮＢ１９
５０に促す。一態様では、チャネルは、フレームがフレームの無競合部分と競合部分とを
含む時分割多重化（ＴＤＭ）方式に基づいて編成される。データ管理モジュール１９１２
が、１９６４において、コンテンツが遅延ＱｏＳ要件を含まないと決定すると、ｅＮＢ管
理モジュール１９０８は、１９５６において、フレームの競合部分中にコンテンツを通信
するようにｅＮＢ１９５０に促す。
【００８３】
　[00103]別の態様では、ｅＮＢと他のｅＮＢとは、同じチャネルにおいて同じＴＤＭパ
ターンで同期される。別の態様では、ｅＮＢ管理モジュール１９０８は、チャネル管理モ
ジュール１９０６が、１９５４において、チャネルのための競合期間中のＷＬＡＮ負荷が
しきい値を超えると決定した場合、１９５６において、チャネルから第２のチャネルに切
り替えるように（送信モジュール１９１４によって）ｅＮＢ１９５０に促し、第２のチャ
ネルは、チャネルよりも低いＷＬＡＮ負荷を有する。別の態様では、チャネルのフレーム
の無競合部分が、フレームのポイント協調機能（ＰＣＦ）無競合部分であり、チャネルの
フレームの競合部分が、フレームの分散協調機能（ＤＣＦ）無競合部分である。
【００８４】
　[00104]本装置は、図１７の上述のフローチャート中のアルゴリズムのステップの各々
を実行する追加のモジュールを含み得る。したがって、図１７の上述のフローチャート中
の各ステップは１つのモジュールによって実行され得、本装置は、それらのモジュールの
うちの１つまたは複数を含み得る。それらのモジュールは、述べられたプロセス／アルゴ
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リズムを行うように特に構成された１つまたは複数のハードウェア構成要素であるか、述
べられたプロセス／アルゴリズムを実行するように構成されたプロセッサによって実装さ
れるか、プロセッサによる実装のためにコンピュータ可読媒体内に記憶されるか、または
それらの何らかの組合せであり得る。
【００８５】
　[00105]図２０は、処理システム２０１４を採用する装置１９０２’のためのハードウ
ェア実装形態の一例を示す図２０００である。処理システム２０１４は、バス２０２４に
よって概略的に表されるバスアーキテクチャを用いて実装され得る。バス２０２４は、処
理システム２０１４の特定の適用例および全体的な設計制約に応じて、任意の数の相互接
続バスおよびブリッジを含み得る。バス２０２４は、プロセッサ２００４によって表され
る１つまたは複数のプロセッサおよび／またはハードウェアモジュールと、モジュール１
９０４、１９０６、１９０８、１９１０、１９１２、１９１４と、コンピュータ可読媒体
／メモリ２００６とを含む様々な回路を互いにリンクする。バス２０２４はまた、タイミ
ングソース、周辺機器、電圧調整器、および電力管理回路など、様々な他の回路をリンク
し得るが、これらの回路は当技術分野においてよく知られており、したがって、これ以上
説明しない。
【００８６】
　[00106]処理システム２０１４はトランシーバ２０１０に結合され得る。トランシーバ
２０１０は１つまたは複数のアンテナ２０２０に結合される。トランシーバ２０１０は、
伝送媒体を介して様々な他の装置と通信するための手段を与える。トランシーバ２０１０
は、１つまたは複数のアンテナ２０２０から信号を受信し、受信された信号から情報を抽
出し、抽出された情報を処理システム２０１４、特に受信モジュール１９０４に与える。
さらに、トランシーバ２０１０は、処理システム２０１４、特に送信モジュール１９１４
から情報を受信し、受信された情報に基づいて、１つまたは複数のアンテナ２０２０に適
用されるべき信号を生成する。処理システム２０１４は、コンピュータ可読媒体／メモリ
２００６に結合されたプロセッサ２００４を含む。プロセッサ２００４は、コンピュータ
可読媒体／メモリ２００６に記憶されたソフトウェアの実行を含む一般的な処理を担当す
る。ソフトウェアは、プロセッサ２００４によって実行されたとき、処理システム２０１
４に、特定の装置のための上記で説明された様々な機能を実行させる。コンピュータ可読
媒体／メモリ２００６はまた、ソフトウェアを実行するときにプロセッサ２００４によっ
て操作されるデータを記憶するために使用され得る。処理システムは、モジュール１９０
４、１９０６、１９０８、１９１０、１９１２、および１９１４のうちの少なくとも１つ
をさらに含む。それらのモジュールは、プロセッサ２００４中で動作するか、コンピュー
タ可読媒体／メモリ２００６中に常駐する／記憶されたソフトウェアモジュールであるか
、プロセッサ２００４に結合された１つまたは複数のハードウェアモジュールであるか、
またはそれらの何らかの組合せであり得る。
【００８７】
　[00107]一構成では、ワイヤレス通信のための装置１９０２／１９０２’は、それぞれ
のｅＮＢから複数のチャネルステータス報告を受信するための手段と、複数のチャネルス
テータス報告に基づいて複数のチャネルの中からｅＮＢのためのチャネルを選択するため
の手段と、選択されたチャネルを使用してｅＭＢＭＳを提供するようにｅＮＢに促すため
の手段とを含む。装置１９０２／１９０２’はＭＣＥであり得る。一態様では、各チャネ
ルステータス報告は、競合ベース無線周波数帯域中の複数のチャネルのうちの１つに関す
る各ｅＮＢに関連するチャネル情報を含む。一態様では、選択されたチャネルは、ｅＭＢ
ＭＳのために使用されるために利用可能である。別の態様では、各チャネルステータス報
告は、各ｅＮＢのチャネルにＷＬＡＮ送信がないかどうかを示す情報を含む。そのような
態様では、チャネルのＷＬＡＮ信号強度が第１のしきい値以下である場合、各ｅＮＢのチ
ャネルにＷＬＡＮ送信がない。別の態様では、チャネルを選択するための手段は、複数の
チャネルステータス報告に基づいて、ＷＬＡＮ送信がないフリーチャネルを選択すること
と、複数のチャネルステータス報告によりそれぞれのｅＮＢのいずれもフリーチャネルを
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有しない場合、第２のしきい値未満のＷＬＡＮ信号強度を有する低負荷チャネルを選択す
ることとを行うように構成される。そのような態様では、装置１９０２／１９０２’は、
それぞれのｅＮＢのいずれもフリーチャネルも低負荷チャネルも有しない場合、マクロｅ
ＭＢＭＳチャネルまたはユニキャストチャネルのうちの少なくとも１つを介してｅＭＢＭ
Ｓを受信するようにＵＥに促すための手段をさらに含む。
【００８８】
　[00108]別の態様では、装置１９０２／１９０２’は、選択されたチャネルと一致する
ためにＵＥのｅＭＢＭＳチャネルを再選択するようにＰＣＣを介してＵＥに促すための手
段をさらに含む。別の態様では、ｅＮＢのためのチャネルは、ｅＭＢＭＳのためにＳＦＮ
利得を最大にするために選択される。そのような態様では、ＳＦＮ利得は、ｅＭＢＭＳの
ために使用されるチャネルの数を最小限に抑えることまたは同じチャネルを使用する連続
するｅＭＢＭＳサイトの数を最大にすることのうちの少なくとも１つによって、ｅＭＢＭ
Ｓのために最大にされる。そのような態様では、装置１９０２／１９０２’は、複数のチ
ャネルのうちの２つまたはそれ以上を介してｅＭＢＭＳを受信するために複数のチャネル
のうちの２つまたはそれ以上を選択するための手段をさらに含む。一態様では、ＵＥが、
複数のチャネルのうちの２つまたはそれ以上と一致するＵＥの２つまたはそれ以上のｅＭ
ＢＭＳチャネルからのデータを結合することによってｅＭＢＭＳを受信するように構成さ
れる。別の態様では、装置１９０２／１９０２’は、ランダムなパターンまたはあらかじ
め定義されたパターンのうちの少なくとも１つに従ってｅＭＢＭＳを受信するために、複
数のチャネルの中から各ｅＮＢのためにチャネルを周期的に再選択するための手段と、再
選択されたチャネルを使用してｅＭＢＭＳを提供するようにｅＮＢに促すための手段とを
さらに含む。一態様では、再選択されたチャネルはフリーチャネルまたは低負荷チャネル
である。
【００８９】
　[00109]別の構成では、ワイヤレス通信のための装置１９０２／１９０２’は、ｅＭＢ
ＭＳを使用して通信されるべきコンテンツが遅延ＱｏＳ要件を含むかどうかを決定するた
めの手段と、ここで、ｅＭＢＭＳが、競合ベース無線周波数帯域中のチャネル内で通信さ
れる、コンテンツが遅延ＱｏＳ要件を含むと決定すると、チャネルのフレームの無競合部
分中にコンテンツを通信するようにｅＮＢに促すための手段と、コンテンツが遅延ＱｏＳ
要件を含まないと決定すると、フレームの競合部分中にコンテンツを通信するようにｅＮ
Ｂに促すための手段とを含む。本装置はＭＣＥであり得る。一態様では、チャネルは、フ
レームがフレームの無競合部分と競合部分とを含むＴＤＭ方式に基づいて編成される。
【００９０】
　[00110]別の態様では、ｅＮＢと他のｅＮＢとは、同じチャネルにおいて同じＴＤＭパ
ターンで同期される。別の態様では、装置１９０２／１９０２’は、チャネルのための競
合期間中のＷＬＡＮ負荷がしきい値を超える場合、チャネルから第２のチャネルに切り替
えるようにｅＮＢに促すための手段をさらに含み、第２のチャネルは、チャネルよりも低
いＷＬＡＮ負荷を有する。別の態様では、チャネルのフレームの無競合部分は、フレーム
のＰＣＦ無競合部分であり、チャネルのフレームの競合部分は、フレームのＤＣＦ無競合
部分である。
【００９１】
　[00111]上述の手段は、上述の手段によって具陳される機能を実行するように構成され
た、装置１９０２、および／または装置１９０２’の処理システム２０１４の上述のモジ
ュールのうちの１つまたは複数であり得る。
【００９２】
　[00112]開示したプロセス／フローチャートにおけるステップの特定の順序または階層
は、例示的な手法の一例であることを理解されたい。設計上の選好に基づいて、プロセス
／フローチャート中のステップの特定の順序または階層は再構成され得ることを理解され
たい。さらに、いくつかのステップは組み合わせられるかまたは省略され得る。添付の方
法クレームは、様々なステップの要素を例示的な順序で提示したものであり、提示された
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特定の順序または階層に限定されるものではない。
【００９３】
　[00113]以上の説明は、当業者が本明細書で説明した様々な態様を実施することができ
るようにするために提供したものである。これらの態様に対する様々な変更は当業者には
容易に明らかであり、本明細書で定義した一般的原理は他の態様に適用され得る。したが
って、特許請求の範囲は、本明細書に示された態様に限定されるものではなく、特許請求
の言い回しに矛盾しない全範囲を与えられるべきであり、単数形の要素への言及は、その
ように明記されていない限り、「唯一無二の」を意味するものではなく、「１つまたは複
数の」を意味するものである。「例示的」という単語は、本明細書では、「例、事例、ま
たは例示の働きをすること」を意味するために使用する。「例示的」として本明細書で説
明するいかなる態様も、必ずしも他の態様よりも好適または有利であると解釈されるべき
であるとは限らない。別段に明記されていない限り、「いくつか」という用語は１つまた
は複数を指す。「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１つ」、「Ａ、Ｂ、およびＣのう
ちの少なくとも１つ」、および「Ａ、Ｂ、Ｃ、またはそれらの任意の組合せ」などの組合
せは、Ａ、Ｂ、および／またはＣの任意の組合せを含み、複数のＡ、複数のＢ、または複
数のＣを含み得る。詳細には、「Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１つ」、「Ａ、Ｂ
、およびＣのうちの少なくとも１つ」、ならびに「Ａ、Ｂ、Ｃ、またはそれらの任意の組
合せ」などの組合せは、Ａのみ、Ｂのみ、Ｃのみ、ＡおよびＢ、ＡおよびＣ、ＢおよびＣ
、またはＡおよびＢおよびＣであり得、ここで、いかなるそのような組合せも、Ａ、Ｂ、
またはＣのうちの１つまたは複数のメンバーを含んでいることがある。当業者に知られて
いる、または後に知られることになる、本開示全体にわたって説明した様々な態様の要素
のすべての構造的および機能的均等物は、参照により本明細書に明確に組み込まれ、特許
請求の範囲に包含されるものである。その上、本明細書で開示したいかなることも、その
ような開示が特許請求の範囲に明示的に具陳されているかどうかにかかわらず、公に供す
るものではない。いかなるクレーム要素も、その要素が「ための手段」という語句を使用
して明確に具陳されていない限り、ミーンズプラスファンクションとして解釈されるべき
ではない。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
　　［Ｃ１］
　マルチキャスト協調エンティティ（ＭＣＥ）が、それぞれのｅノードＢ（ｅＮＢ）から
複数のチャネルステータス報告を受信することと、ここにおいて、各チャネルステータス
報告は、競合ベース無線周波数帯域中の複数のチャネルのうちの１つに関する各ｅＮＢに
関連するチャネル情報を含む、
　前記複数のチャネルステータス報告に基づいて前記複数のチャネルの中からｅＮＢのた
めのチャネルを選択することと、ここにおいて、前記選択されたチャネルは、発展型マル
チメディアブロードキャストマルチキャストサービス（ｅＭＢＭＳ）のために使用される
ために利用可能である、
　前記選択されたチャネルを使用して前記ｅＭＢＭＳを提供するように前記ｅＮＢに促す
ことと
を備える、通信の方法。
　　［Ｃ２］
　各チャネルステータス報告は、前記各ｅＮＢの前記チャネルにワイヤレスローカルエリ
アネットワーク（ＷＬＡＮ）送信がないかどうかを示す情報を含む、Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ３］
　前記チャネルのＷＬＡＮ信号強度が第１のしきい値以下である場合、前記各ｅＮＢの前
記チャネルに前記ＷＬＡＮ送信がない、Ｃ２に記載の方法。
　　［Ｃ４］
　前記チャネルを前記選択することは、
　前記複数のチャネルステータス報告に基づいて、前記ＷＬＡＮ送信がないフリーチャネ
ルを選択することと、
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　前記複数のチャネルステータス報告により前記それぞれのｅＮＢのいずれも前記フリー
チャネルを有しない場合、第２のしきい値未満のＷＬＡＮ信号強度を有する低負荷チャネ
ルを選択することと
を備える、Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ５］
　前記それぞれのｅＮＢのいずれも前記フリーチャネルも前記低負荷チャネルも有しない
場合、マクロｅＭＢＭＳチャネルまたはユニキャストチャネルのうちの少なくとも１つを
介して前記ｅＭＢＭＳを受信するようにユーザ機器（ＵＥ）に促すことをさらに備える、
Ｃ４に記載の方法。
　　［Ｃ６］
　前記選択されたチャネルと一致するために前記ＵＥのｅＭＢＭＳチャネルを再選択する
ように１次コンポーネントキャリア（ＰＣＣ）を介してユーザ機器（ＵＥ）に促すことを
さらに備える、Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ７］
　前記ｅＭＢＭＳのために単一周波数ネットワーク（ＳＦＮ）利得を最大にするために、
前記ｅＮＢのための前記チャネルが選択される、Ｃ１に記載の方法。
　　［Ｃ８］
　ｅＭＢＭＳのために使用されるチャネルの数を最小限に抑えることまたは同じチャネル
を使用する連続するｅＭＢＭＳサイトの数を最大にすることのうちの少なくとも１つによ
って、前記ＳＦＮ利得が前記ｅＭＢＭＳのために最大にされる、Ｃ７に記載の方法。
　　［Ｃ９］
　前記複数のチャネルのうちの２つまたはそれ以上を介して前記ｅＭＢＭＳを受信するた
めに前記複数のチャネルのうちの前記２つまたはそれ以上を選択することをさらに備え、
　ユーザ機器（ＵＥ）は、前記複数のチャネルのうちの前記２つまたはそれ以上と一致す
る前記ＵＥの２つまたはそれ以上のｅＭＢＭＳチャネルからのデータを結合することによ
って前記ｅＭＢＭＳを受信するように構成される、Ｃ７に記載の方法。
　　［Ｃ１０］
　ランダムなパターンまたはあらかじめ定義されたパターンのうちの少なくとも１つに従
って前記ｅＭＢＭＳを受信するために前記複数のチャネルの中から各ｅＮＢのためのチャ
ネルを周期的に再選択することと、
　前記再選択されたチャネルを使用して前記ｅＭＢＭＳを提供するように前記ｅＮＢに促
すことと
をさらに備え、
　前記再選択されたチャネルはフリーチャネルまたは低負荷チャネルである、Ｃ１に記載
の方法。
　　［Ｃ１１］
　マルチキャスト協調エンティティ（ＭＣＥ）が、発展型マルチメディアブロードキャス
トマルチキャストサービス（ｅＭＢＭＳ）を使用して通信されるべきコンテンツが遅延サ
ービス品質（ＱｏＳ）要件を含むかどうかを決定すること、ここにおいて、前記ｅＭＢＭ
Ｓは、競合ベース無線周波数帯域中のチャネル内で通信される、
　前記コンテンツが前記遅延ＱｏＳ要件を含むと決定すると、前記チャネルのフレームの
無競合部分中に前記コンテンツを通信するようにｅノードＢ（ｅＮＢ）に促すこと、ここ
において、前記チャネルは、前記フレームが前記フレームの前記無競合部分と競合部分と
を含む時分割多重化（ＴＤＭ）方式に基づいて編成される、または
　前記コンテンツが前記遅延ＱｏＳ要件を含まないと決定すると、前記フレームの前記競
合部分中に前記コンテンツを通信するように前記ｅＮＢに促すこと
を備える、通信の方法。
　　［Ｃ１２］
　前記ｅＮＢと他のｅＮＢとが、同じチャネルにおいて同じＴＤＭパターンで同期される
、Ｃ１１に記載の方法。
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　　［Ｃ１３］
　前記チャネルに関する前記競合期間中のＷＬＡＮ負荷がしきい値を超える場合、前記チ
ャネルから第２のチャネルに切り替えるように前記ｅＮＢに促すことをさらに備え、前記
第２のチャネルが、前記チャネルよりも低いＷＬＡＮ負荷を有する、Ｃ１１に記載の方法
。
　　［Ｃ１４］
　前記チャネルの前記フレームの前記無競合部分が、前記フレームのポイント協調機能（
ＰＣＦ）無競合部分であり、前記チャネルの前記フレームの前記競合部分が、前記フレー
ムの分散協調機能（ＤＣＦ）無競合部分である、Ｃ１１に記載の方法。
　　［Ｃ１５］
　マルチキャスト協調エンティティ（ＭＣＥ）を含むワイヤレス通信のための装置であっ
て、
　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサと
を備え、
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　それぞれのｅノードＢ（ｅＮＢ）から複数のチャネルステータス報告を受信することと
、ここにおいて、各チャネルステータス報告は、競合ベース無線周波数帯域中の複数のチ
ャネルのうちの１つに関する各ｅＮＢに関連するチャネル情報を含む、
　前記複数のチャネルステータス報告に基づいて前記複数のチャネルの中からｅＮＢのた
めのチャネルを選択することと、ここにおいて、前記選択されたチャネルは、発展型マル
チメディアブロードキャストマルチキャストサービス（ｅＭＢＭＳ）のために使用される
ために利用可能である、
　前記選択されたチャネルを使用して前記ｅＭＢＭＳを提供するように前記ｅＮＢに促す
ことと
を行うように構成される、装置。
　　［Ｃ１６］
　各チャネルステータス報告は、前記各ｅＮＢの前記チャネルにワイヤレスローカルエリ
アネットワーク（ＷＬＡＮ）送信がないかどうかを示す情報を含む、Ｃ１５に記載の装置
。
　　［Ｃ１７］
　前記チャネルのＷＬＡＮ信号強度が第１のしきい値以下である場合、前記各ｅＮＢの前
記チャネルに前記ＷＬＡＮ送信がない、Ｃ１６に記載の装置。
　　［Ｃ１８］
　前記チャネルを選択するように構成された前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前記複数のチャネルステータス報告に基づいて、前記ＷＬＡＮ送信がないフリーチャネ
ルを選択することと、
　前記複数のチャネルステータス報告により前記それぞれのｅＮＢのいずれも前記フリー
チャネルを有しない場合、第２のしきい値未満のＷＬＡＮ信号強度を有する低負荷チャネ
ルを選択することと
を行うように構成された、Ｃ１５に記載の装置。
　　［Ｃ１９］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前記それぞれのｅＮＢのいずれも前記フリーチャネルも前記低負荷チャネルも有しない
場合、マクロｅＭＢＭＳチャネルまたはユニキャストチャネルのうちの少なくとも１つを
介して前記ｅＭＢＭＳを受信するようにユーザ機器（ＵＥ）に促すこと
を行うようにさらに構成された、Ｃ１８に記載の装置。
　　［Ｃ２０］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前記選択されたチャネルと一致するために前記ＵＥのｅＭＢＭＳチャネルを再選択する
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ように１次コンポーネントキャリア（ＰＣＣ）を介してユーザ機器（ＵＥ）に促すこと
を行うようにさらに構成された、Ｃ１５に記載の装置。
　　［Ｃ２１］
　前記ｅＭＢＭＳのために単一周波数ネットワーク（ＳＦＮ）利得を最大にするために前
記ｅＮＢのための前記チャネルが選択される、Ｃ１５に記載の装置。
　　［Ｃ２２］
　ｅＭＢＭＳのために使用されるチャネルの数を最小限に抑えることまたは同じチャネル
を使用する連続するｅＭＢＭＳサイトの数を最大にすることのうちの少なくとも１つによ
って、前記ＳＦＮ利得が前記ｅＭＢＭＳのために最大にされる、Ｃ２１に記載の装置。
　　［Ｃ２３］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前記複数のチャネルのうちの２つまたはそれ以上を介して前記ｅＭＢＭＳを受信するた
めに前記複数のチャネルのうちの前記２つまたはそれ以上を選択すること
を行うようにさらに構成され、
　ユーザ機器（ＵＥ）は、前記複数のチャネルのうちの前記２つまたはそれ以上と一致す
る前記ＵＥの２つまたはそれ以上のｅＭＢＭＳチャネルからのデータを結合することによ
って前記ｅＭＢＭＳを受信するように構成された、Ｃ２１に記載の装置。
　　［Ｃ２４］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　ランダムなパターンまたはあらかじめ定義されたパターンのうちの少なくとも１つに従
って前記ｅＭＢＭＳを受信するために前記複数のチャネルの中から各ｅＮＢのためのチャ
ネルを周期的に再選択することと、
　前記再選択されたチャネルを使用して前記ｅＭＢＭＳを提供するように前記ｅＮＢに促
すことと
を行うようにさらに構成され、
　前記再選択されたチャネルがフリーチャネルまたは低負荷チャネルである、Ｃ１５に記
載の装置。
　　［Ｃ２５］
　マルチキャスト協調エンティティ（ＭＣＥ）を含むワイヤレス通信のための装置であっ
て、
　メモリと、
　前記メモリに結合された少なくとも１つのプロセッサと
を備え、
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　発展型マルチメディアブロードキャストマルチキャストサービス（ｅＭＢＭＳ）を使用
して通信されるべきコンテンツが遅延サービス品質（ＱｏＳ）要件を含むかどうかを決定
することと、ここにおいて、前記ｅＭＢＭＳは、競合ベース無線周波数帯域中のチャネル
内で通信される、
　前記コンテンツが前記遅延ＱｏＳ要件を含むと決定すると、前記チャネルのフレームの
無競合部分中に前記コンテンツを通信するようにｅノードＢ（ｅＮＢ）に促すことと、こ
こにおいて、前記チャネルは、前記フレームが前記フレームの前記無競合部分と競合部分
とを含む時分割多重化（ＴＤＭ）方式に基づいて編成される、
　前記コンテンツが前記遅延ＱｏＳ要件を含まないと決定すると、前記フレームの前記競
合部分中に前記コンテンツを通信するように前記ｅＮＢに促すことと
　を行うように構成された、装置。
　　［Ｃ２６］
　前記ｅＮＢと他のｅＮＢとが、同じチャネルにおいて同じＴＤＭパターンで同期される
、Ｃ２５に記載の装置。
　　［Ｃ２７］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
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　前記チャネルに関する前記競合期間中のＷＬＡＮ負荷がしきい値を超える場合、前記チ
ャネルから第２のチャネルに切り替えるように前記ｅＮＢに促すことを行うようにさらに
構成され、前記第２のチャネルが、前記チャネルよりも低いＷＬＡＮ負荷を有する、Ｃ２
５に記載の装置。
　　［Ｃ２８］
　前記チャネルの前記フレームの前記無競合部分が、前記フレームのポイント協調機能（
ＰＣＦ）無競合部分であり、前記チャネルの前記フレームの前記競合部分が、前記フレー
ムの分散協調機能（ＤＣＦ）無競合部分である、Ｃ２５に記載の装置。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７Ａ】 【図７Ｂ】

【図８】 【図９】
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【図１０】 【図１１】

【図１２】 【図１３】
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【図１４】 【図１５】

【図１６】 【図１７】
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【図１８】 【図１９】

【図２０】
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